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 本県
ほんけん

では、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、すべての人
ひと

が住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮ら
く ら

すことのできる

「ともに生き
い

る福祉社会
ふくししゃかい

かながわ」の実現
じつげん

を目指
め ざ

し、昭和
しょうわ

59年
ねん

3月
がつ

に策定
さくてい

した「障害福祉⻑期⾏動計
「しょうがいふくしちょうきこうどうけい

 画」
か く 」

以降、
い こ う 、

福祉、保健・医療、教育、雇⽤
ふくし、ほけん・いりょう、きょういく、こよう

など様々な分野
さまざまなぶんや

における障害者
しょうがいしゃ

に 関
かん

する施策
し さ く

の基本
き ほ ん

とな

 る計画
けいかく

を策定
さくてい

し、障害者施策
しょうがいしゃしさく

を総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に推進
すいしん

してまいりました。

    平成
へいせい

16年
ねん

3月
がつ

に策定
さくてい

した「かながわ障害者
しょうがいしゃ

 計画
けいかく

」は、平成
へいせい

16年度
ね ん ど

から平成
へいせい

25年
ねん

度
ど

までの10年間
ねんかん

を

 対象
たいしょう

に、障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴
じ り つ

と社会
しゃかい

参加
さ ん か

の推進
すいしん

及
およ

び⽣活⼒
せいかつりょく

を高
たか

めるための新
あら

たな支援
し え ん

等
など

を重点
じゅうてん

  的
てき

施策
し さ く

とし

 て取
と

り組
く

んでまいりました。

 この間
かん

、平成
へいせい

17年
ねん

に発達障害者支援法
はったつしょうがいしゃしえんほう

が、平成
へいせい

18年
ねん

には障害者⾃⽴⽀援法
しょうがいしゃじりつしえんほう

 （現在
げんざい

の障害者総合支援
しょうがいしゃそうごうしえん

 法）
ほ う

、改正教育基本法
かいせいきょういくきほんほう

、バリアフリー法
ほう

が施⾏
し こ う

され、障害児
しょうがいじ

者
しゃ

の福祉
ふ く し

や教育、建築物等
きょういく、けんちくぶつなど

のバリアフリ

 ー化
か

の総合的
そうごうてき

な施策
し さ く

の推進
すいしん

が図
はか

られました。

 県
けん

は、こうした障害
しょうがい

  福祉
ふ く し

の施策
し さ く

環境
かんきょう

の変化
へ ん か

を踏
ふ

まえ、「ひとりひとりを⼤切
たいせつ

にする」ことを基本的
きほんてき

 な考え方
かんがえかた

として、かながわらしい施策
し さ く

を展開
てんかい

するため、平成
へいせい

18年
ねん

7月
がつ

に「かながわの障害福祉
しょうがいふくし

グランドデ

１ 策定の背景（さくていのはいけい）

3

 な考え方として、かながわらしい施策を展開するため、平成18年7月に「かながわの障害福祉グランドデ

ザイン」を策定
さくてい

しました。

 また、国
くに

では、平成
へいせい

18年
ねん

に国際連合
こくさいれんごう

が採択
さいたく

した障害者権利条約
しょうがいしゃけんりじょうやく

の批准
ひじゅん

に向
むけ

けた国内法
こくないほう

の整備
せ い び

が進
すす

めら

れ、平成
へいせい

23年
ねん

に改正
かいせい

された障害者基本法
しょうがいしゃきほんほう

において、障害者
しょうがいしゃ

の定義
て い ぎ

（※1)が⾒直
み な お

されるとともに、

 障害者権利条約
しょうがいしゃけんりじょうやく

の障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する合理的配慮
ごうりてきはいりょ

（※2）の概念
がいねん

が盛
も

り込
こ

まれました。

 さらに平成
へいせい

25年
ねん

には、障害者基本法
しょうがいしゃきほんほう

の基本原則
きほんげんそく

を具体化
ぐ た い か

した障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

が制定
せいてい

され、

 障害者権利条約
しょうがいしゃけんりじょうやく

は、平成
へいせい

26年
ねん

1月
がつ

に批准
ひじゅん

されました。

 その他
ほか

にも障害者虐待防止法
しょうがいしゃぎゃくたいぼうしほう

や 障害者優先調達推進法
しょうがいしゃゆうせんちょうたつすいしんほう

、  成年被後⾒⼈
せいねんひこうけんにん

の選挙権
せんきょけん

の回復等
かいふくとう

のための

 公職選挙法等
こうしょくせんきょほうなど

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

等
とう

が施⾏
せ こ う

されるなど、この10年
ねん

の間
あいだ

に、障害者
しょうがいしゃ

 施策
し さ く

に関係
かんけい

する

 数多
かずおお

くの法律
ほうりつ

が制定
せいてい

されています。

 県
けん

は、これら新
あら

たな法制度
ほうせいど

やこれまでの取組
とりくみ

状況
じょうきょう

 等
とう

を踏
ふ

まえ「かながわ障害者計画
しょうがいしゃけいかく

」を改定
かいてい

し、

 障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴
じ り つ

と社会参加
しゃかいさんか

の支援
し え ん

等
とう

に向
む

けた施策
し さ く

の一層
いっそう

の推進
すいしん

を図
はか

り、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、住
す

み

 慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
くら

らすことができる「ともに生
い

きる社会
しゃかい

かながわ」の実現
じつげん

を目指
め ざ

します。

3



※1 障害者
しょうがいしゃ

 の 定義
て い ぎ

：

 身体
しんたい

障害
しょうがい

、  知的
ち て き

障害
しょうがい

、  精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達障害を含む
はったつしょうがいをふくむ

。）その他の心身の機能
ほかのしんしんのきのう

の

障害
しょうがい

（以下「障害」
（いか「しょうがい」

といいます。）がある者
もの

であって、障害
しょうがい

  及
およ

び社会的障壁
しゃかいてきしょうへき

により

継続的
けいぞくてき

に日常生活又
にちじょうせいかつまた

は社会生活
しゃかいせいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にあるものをいいます。
います。

※2 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

：
 障害
しょうがい

者
しゃ

が他
た

の者
もの

との平等
びょうどう

を基礎
き そ

として全
すべ

ての人権
じんけん

及
およ

び基本的
きほんてき

自
じゆう

由を享有
きょうゆう

し、

又
また

は⾏使
こ う し

することを確保
か く ほ

するための必要
ひつよう

かつ適当
てきとう

な変更
へんこう

及
およ

び調整
ちょうせい

であって、

特定
とくてい

の場合
ば あ い

において必要
ひつよう

とされるものであり、かつ、均衡
きんこう

を失
しっ

した又
また

は過度
か ど

の

負担
ふ た ん

を課
か

さないものをいいます。(障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

第
だい

２条
じょう

）

 【障害
しょうがい

 福祉
ふ く し

施策
し さ く

に関
かん

する主
おも

な法律
ほうりつ

の施⾏
せ こ う

等
など

】

平成17年4⽉
へいせい１７ねん４がつ

「発達障害者支援法
はったつしょうがいしゃしえんほう

」の施⾏
し こ う

4

・ 発達障害
はったつしょうがい

の定義
て い ぎ

の明確化
めいかくか

、保健、医療、福祉、教育、雇⽤等
ほけん、いりょう、ふくし、きょういく、こようとう

の分野
ぶ ん や

を

 超
こ

えて一体的
いったいてき

な支援
し え ん

を⾏
おこな

う体制
たいせい

の整備
せ い び

など。

平成18年4⽉
へいせい１８ねん４がつ

「障害者⾃⽴⽀援法
しょうがいしゃじりつしえんほう

」の施⾏
し こ う

・ 身体
しんたい

障害
しょうがい

、知的
ち て き

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

の一元化
いちげんか

、地域⽣活移⾏
ちいきせいかついこう

の推進、就労
すいしん、しゅうろう

 支援
し え ん

、障害福祉
しょうがいふくし

サービス体系
たいけい

の再偏
さいへん

など。

平成18年12⽉
へいせい１８ねん１２がつ

「バリアフリー法
ほう

」の施⾏
し こ う

 （高齢者、障害者等
こうれいしゃ、しょうがいしゃとう

の移動等
いどうとう

の円滑化
えんかつか

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

）

・ 公共交通機関、道路、建築物、都市公園、路外駐⾞場
こうきょうこうつうきかん、どうろ、けんちくぶつ、としこうえん、ろがいちゅうしゃじょう

を含
ふく

め、障害者
しょうがいしゃ

 が利⽤
り よ う

する施設
し せ つ

や経路
け い ろ

を一体的
いったいてき

にとらえた総合的
そうごうてき

なバリアフリー化
か

の

 推進
すいしん

など。

平成18年12⽉
へいせい１８ねん１２がつ

「教育基本法
きょういくきほんほう

」の全部改正
ぜんぶかいせい

・「教育
きょういく

の機会均等
きかいきんとう

」に関
かん

する規定
き て い

に、障害
しょうがい

のある者
もの

が十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

を受
う

 けられるよう、教育上必要
きょういくじょうひつよう

な支援
し え ん

を講
こう

ずべきことを新
あら

たに明記
め い き

など。
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平成19年9⽉
へいせい19ねんく がつ

「障害者権利
け ん り

条約
じょうやく

」に署名
しょめい

 （障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

）

・ 障害者
しょうがいしゃ

の人権
じんけん

、基本的
きほんてき

自由
じ ゆ う

の享有
きょうゆう

の確保
か く ほ

、障害者
しょうがいしゃ

の固有
こ ゆ う

の尊厳
そんげん

の尊重
そんちょう

 を促進
そくしん

するため、障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

を実現
じつげん

するための措置等
そ ち と う

を規定
き て い

など。

【平成
へいせい

26年
ねん

1月
がつ

批准
ひじゅん

】

平成23年8⽉
へいせい２３ねん８がつ

「障害者
しょうがいしゃ

 基本法
き ほ ん ほ う

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」の施⾏
し こ う

・ 障害者権利条約
しょうがいしゃけんりじょうやく

の理念
り ね ん

に沿
えん

った所要
しょよう

の改正
かいせい

。目的規定
もくてききてい

や障害者
しょうがいしゃ

の定義
て い ぎ

 の⾒直
み な お

し、基本的
きほんてき

施策
し さ く

に防災
ぼうさい

、防犯
ぼうはん

、消費者
しょうひしゃ

としての障害者
しょうがいしゃ

の保護
ほ ご

を

 追加
つ い か

など。

平成24年10⽉
へいせい２４ねん１０がつ

「障害者虐待防止法
しょうがいしゃぎゃくたいぼうしほう

」の施⾏
し こ う

（障害者
しょうがいしゃ

   虐
ぎゃく

  待
たい

の防止、障害者
ぼうし、しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援等
しえんとう

に関
かん

する法律
ほうりつ

）

・ 障害者虐待
しょうがいしゃぎゃくたい

とその類型
るいけい

を定義
て い ぎ

。虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた障害者
しょうがいしゃ

 の保護、養護者
ほ ご 、 よ う ご し ゃ

に

 対
たい

する支援
し え ん

の措置
そ ち

など。

平成25年4⽉
へいせい２５ねん４がつ

「障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

」の施⾏
し こ う

（障害者
しょうがいしゃ

の日常生活及
にちじょうせいかつおよ

び社会生活
しゃかいせいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
し え ん

するための法律
ほうりつ

）

5

（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律）

・ 障害者⾃⽴⽀援法
しょうがいしゃじりつしえんほう

を障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

とし、障害者
しょうがいしゃ

の範囲
は ん い

に難病患者
なんびょうかんしゃ

 等
とう

を追加
つ い か

。重度訪問介護
。じゅうどほうもんかいご

の対象拡大
たいしょうかくだい

、ケアホームのグループホームへの
 一元化

いちげんか

など。【一部平成
いちぶへいせい

26年
ねん

4⽉施⾏
がつせこう

】

平成25年4⽉
へいせい２５ねん４がつ

「障害者優先調達推進法
しょうがいしゃゆうせんちょうたつすいしんほう

」の施⾏
し こ う

（国等
くにとう

による障害者就労施設等
しょうがいしゃしゅうろうしせつとう

からの物品等
ぶっぴんとう

の調達
ちょうたつ

の推進等
すいしんとう

に関
かん

する法律
ほうりつ

）

・ 国等
くにとう

による障害者就労施設等
しょうがいしゃしゅうろうしせつとう

からの物品等
ぶっぴんとう

の調達
ちょうたつ

の推進等
すいしんとう

に関
かん

し、障
しょう

 害
がい

者
しゃ

就労
しゅうろう

  施設
し せ つ

等
とう

の受注
じゅちゅう

の機会
き か い

を確保
か く ほ

するために必要
ひつよう

な事項等
じこうとう

を定
さだ

め、
 障害
しょうがい

  者
しゃ

 就労
しゅうろう

  施設
し せ つ

等
とう

が供給
きょうきゅう

する物品等
ぶっぴんとう

に対
たい

する需要
じゅよう

の増進
ぞうしん

を図
はか

るなど。

平成25年6⽉
へいせい２５ねん６がつ

「障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

」の成⽴
せいりつ

 (障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とした差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

)

・ 障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
せき

する基本的
きほんてき

な事項、⾏政機関
じこう、ぎょうせいきかん

 事業者等
じぎょうしゃとう

における措置等
そ ち と う

を定
さだ

め、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

 するなど【平成28年4⽉施⾏
へいせい２８ねん４がつしこう

】
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  平成25年3⽉31⽇現在
へいせい２５ねん３がつ３１にちげんざい

で、本県
ほんけん

における身体
しんたい

障害
しょうがい

 者
しゃ

手帳
てちょう

交付
こ う ふ

者
しゃ

数
すう

、知的障害児者把
ちてきしょうがいじしゃはあく

握数
すう

及
およ

び

   精神障害者保健福祉手帳交付者数
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょうこうふしゃすう

の合計
ごうけい

（以下
い か

「障害者数
しょうがいしゃすう

」といいます。）は、約
やく

37万
まん

4千人
せんにん

です。

  10年
ねん

前
まえ

の平成
へいせい

16年
ねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

の障害者
しょうがいしゃ

 数
すう

（約
やく

26万
まん

8千人
せんにん

）との比較
ひ か く

では、約
やく

10万
まん

6千人増
せんにんふ

え

 て、1.4倍
ばい

になりました。

  平成
へいせい

25年
ねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

の身体障害者
しんたいしょうがいしゃ

  手帳
てちょう

交付
こ う ふ

者
しゃ

数
すう

は261,835人
にん

、知的障害児者把握数
ちてきしょうがいじしゃはあくすう

は56,010

 人
にん

、精神障害者保健福祉手帳交付者数
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょうこうふしゃすう

は56,392人
にん

で、平成
へいせい

25年
ねん

１月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の県内人口
けんないじんこう

千人当
せんにんあ

た

 りでみると、身体障害者手帳交付者
しんたいしょうがいしゃてちょうこうふしゃ

は29人
にん

、知的障害児者
ちてきしょうがいじしゃ

は6人
にん

、精神障害者保健福祉手帳交付者
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょうこうふしゃ

 は6人
にん

となり、複数
ふくすう

の手帳
てちょう

を併
あわ

せ持
も

つ人
ひと

もいますが、県⺠
けんみん

の4.1％が何
なん

らかの障害
しょうがい

を有
ゆう

していること

 になります。

   平成30年
へいせい３０ねん

には、平成
へいせい

25年
ねん

3月
がつ

31日現在
にちげんざい

の障害者
しょうがいしゃ

数
すう

の約
やく

1.2倍
ばい

の約
やく

45万
まん

2千人
せんにん

になると⾒込
み こ み

んでいま

 す。なお、障害者基本法
しょうがいしゃきほんほう

における障害者
しょうがいしゃ

の定義
て い ぎ

は、身体障害、知的障害、精神障害（発達障害
しんたいしょうがい、ちてきしょうがい、せいしんしょうがい（はったつしょうがい

を含

 む。）その他
た

の心身
しんしん

の機能
き の う

の障害
しょうがい

がある者
しゃ

であって、障害及び
しょうがいおよび

 社会的障壁
しゃかいてきしょうへき

により継続的
けいぞくてき

に

 日常生活又は社会生活
にちじょうせいかつまたはしゃかいせいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
うけ

ける状態
じょうたい

にあるものとされています。

２ 障害者数の推移（しょうがいしゃすうのすいい）
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（単位：人）

（単位
たんい

：人
にん

）

合
ごう

　計
けい

268,398 314,925 374,237 1.4倍
ばい

452,170

精神
せいしん

 障害
しょうがい

  者
しゃ

 保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

 交付
こうふ

者
しゃ

 数
すう

（※5）

19,982 35,490 56,392 2.8倍
ばい

89,604

290,967

知的
ちてき

障害児
しょうがいじ

 者
しゃ

把握
はあく

数
すう

（※5）
35,395 43,815 56,010 1.6倍

ばい
71,599

平成
へいせい

16年
ねん

3月
がつ

31日
にち

平成
へいせい

20年
ねん

3月
がつ

31日
にち 平成

へいせい

25年
ねん

3月
がつ

31日
にち

(倍数
ばいすう

は、H16.3.31との比較
ひかく

）

平成
へいせい

30年
ねん

3月
がつ

31日
にち

（推計
すいけい

 値
ち

）（※6）

身体
しんたい

障害
しょうがい

  者
しゃ

 手帳
てちょう

交付
こうふ

者
しゃ

 数
すう

（※5）
213,021 235,620 261,835 1.2倍

ばい

 日常生活又は社会生活
にちじょうせいかつまたはしゃかいせいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
うけ

ける状態
じょうたい

にあるものとされています。

県内
けんない

人口
じんこう

（※3） 8,697,720 8,910,256 9,072,5331.0倍
ばい

9,029,000

平成
へいせい

16年
ねん

1月
がつ

1日
にち

平成
へいせい

20年
ねん

1月
がつ

1日
にち 平成

へいせい

25年
ねん

1月
がつ

1日
にち

(倍数
ばいすう

は、H16.1.1との比較
ひかく

）

平成
へいせい

30年
ねん

（推計
すいけい

 値
ち

）

（※4）
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※3 県内人口：
けんないじんこう：

 神奈川県⼈⼝統計調査結果「神奈川県
かながわけんじんこうとうけいちょうさけっか 「かながわけん

の人口
じんこう

と世帯」
せ た い 」

から抜粋
ばっすい

しています。

※4 平成30年（推計値）：
へいせい３０ねん（すいけいち）：

 県
けん

総
そう

合
ごう

計画
けいかく

「かながわグランドデザイン」における平成
へいせい

30年
ねん

10月
がつ

1日
にち

 時点
じてん

の推計
すいけい

人口
じんこう

を記載
きさい

しています。

※5 身体障害者手帳交付者数、知的障害児者把握数、精神障害者保健福祉手帳交付者数
しんたいしょうがいしゃてちょうこうふしゃすう、ちてきしょうがいじしゃはあくすう、せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょうこうふしゃすう

・ 平成
へいせい

16年
ねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

の身体障害者手帳交付者数、知的障害児者把握数
しんたいしょうがいしゃてちょうこうふしゃすう、ちてきしょうがいじしゃはあくすう

は、

  「平成
へいせい

15年
ねん

度
ど

神奈川県
かながわけん

福祉
ふくし

統計
とうけい

」から抜粋
ばっすい

しています。

・ 平成
へいせい

16年
ねん

3月
がつ

31日
にち

 現在
げんざい

の精神障害者保健福祉手帳交付者数
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょうこうふしゃすう

は、「精神保健福祉の現状
「せいしんほけんふくしのげんじょう　

  平成
へいせい

15年
ねん

度
ど

版
ばん

」から抜粋
ばっすい

しています。

・ 平成
へいせい

20年
ねん

3月
がつ

31日
にち

 現在
げんざい

  及
およ

び平成
へいせい

25年
ねん

3月
がつ

31日
にち

 現在
げんざい

の身体
しんたい

 障害者
しょうがいしゃ

   手帳
てちょう

 交付
こうふ

者
しゃ

 数
すう

  知的
ちてき

障害
しょうがい

   児者
じしゃ

把握
はあく

数
すう

、精神障害者保健福祉手帳交付者数
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょうこうふしゃすう

は、「保健福祉⾏政
ほけんふくしぎょうせい

の概要
がいよう

」から抜粋
ばっすい

※6  平成30年3⽉31⽇（推計値）：
へいせい３０ねん３がつ３１にち（すいけいち）：

 平成20年3⽉31⽇
へいせい２０ねん３がつ３１にち

から平成25年3⽉31⽇
へいせい２５ねん３がつ３１にち

までの伸率
のびりつ

を、平成25年3⽉31⽇現
へいせい２５ねん３がつ３１にちげんざい

在の人数
にんずう

に乗
じょう

じて

 算出
さんしゅつ

しました。
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  かながわ障害者
しょうがいしゃ

  計画
けいかく

は、障害者基本法
しょうがいしゃきほんほう

（昭和45年 法律第84号
しょうわ４５ねん ほうりつだい８４ごう

）第11条第2項
だい１１じょうだい２こう

に基
もと

づき、

 障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴及び社会参加
じりつおよびしゃかいさんか

の支援等
しえんとう

のための施策
し さ く

を総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に推進
すいしん

するために策定
さくてい

する

 ものであり、本県
ほんけん

が講
こう

ずる障害者施策
しょうがいしゃしさく

に関
かん

する基本的
きほんてき

な計画
けいかく

として位置付
い ち づ

けています。

（障害者基本法第11条第2項
しょうがいしゃきほんほうだい１１じょうだい２こう

）

    都道府県
と ど う ふ け ん

は、障害者基本計画
しょうがいしゃきほんけいかく

を基本
き ほ ん

とするとともに、当該都道府県
とうがいとどうふけん

における障害者
しょうがいしゃ

 の状況等
じょうきょうとう

を踏
ふ

まえ、当該都道府県
とうがいとどうふけん

における障害者
しょうがいしゃ

のための施策
し さ く

に関
かん

する基本
き ほ ん

的
てき

な計画
けいかく

   （以下
い か

「都道府県障害
「とどうふけんしょうがい

者計画」
しゃけいかく」

という。）を策定
さくてい

しなければならない。

 ※  なお、この計画
けいかく

は、本県
ほんけん

の総合計画
そうごうけいかく

である「かながわグランドデザイン」を補
ほ

完
かん

   する個別
こ べ つ

計画
けいかく

として策定
さくてい

します。

３ かながわ障害者計画の位置付け

（かながわしょうがいしゃけいかくのいちづけ）

8

   する個別計画として策定します。

  これまでの計画
けいかく

の対象
たいしょう

 期間
き か ん

は、国
くに

の障害者
しょうがいしゃ

 基本
き ほ ん

計画
けいかく

に合
あ

わせて、10年
ねん

間
かん

としてきましたが、

 制度
せ い ど

や経済
けいざい

 社会
しゃかい

 情勢
じょうせい

の変化
へ ん か

が激
はげ

しいこと、平成
へいせい

25年
ねん

9月
がつ

に策定
さくてい

された国
くに

の障害者
しょうがいしゃ

  基本
き ほ ん

計画
けいかく

 （第3次）
（だい３じ）

が、平成25年度
へいせい２５ねんど

から平成29年度
へいせい２９ねんど

までの概
おおむ

ね５年間
ねんかん

を対象
たいしょう

としていることから、この

 計画
けいかく

の対象期間
たいしょうきかん

を、平成26年度
へ い せい 26ね んど

から平成30年度
へ い せい 30ね んど

までの5年間
ねんかん

としています。

４ 計画の対象期間（けいかくのたいしょうきかん）

平成２６年度 から 平成３０年度までの５年間
（へいせい２６ねんど から へいせい３０ねんどまでの５ねんかん）
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基本的な考え方

（きほんてきなかんがえかた）

9

（きほんてきなかんがえかた）
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  障害者
しょうがいしゃ

 施策
し さ く

は、障害者基本法第1条
しょうがいしゃきほんほうだい１じょう

に 基
もと

づき、「全
すべ

ての国⺠
こくみん

が、障害の有無
しょうがいのうむ

にかかわらず、

 等
ひと

しく基
き

本的
ほんてき

人権
じんけん

を享有
きょうゆう

するかけがえのない個人
こ じ ん

として尊重
そんちょう

されるものであるとの理念
り ね ん

に

 のっとり、全
すべ

ての国⺠
こくみん

が、障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を

 尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

する社会
しゃかい

を実現
じつげん

する」ことを目指
め ざ

して講
こう

じられる必要
ひつよう

があります。

  県
けん

が策定
さくてい

する「かながわ障害者
しょうがいしゃ

 計画
けいかく

」は、この考
かんが

え方
かた

に沿
そ

って、全
すべ

ての県⺠
けんみん

を対象
たいしょう

に「ひとり

 ひとりを大
たい

切
せつ

にする」ことを基本理念
き ほ ん り ね ん

として、障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴及び社会参加
じりつおよびしゃかいさんか

を促進
そくしん

するため、

 障害者
しょうがいしゃ

が自
みづから

らの能⼒
のうりょく

を最大限
さいだいげん

発揮
は っ き

できるよう支援
し え ん

するとともに、障害者
しょうがいしゃ

の活動
かつどう

を制限
せいげん

し、社会
しゃかい

へ

１ 基本理念と基本方針

ひとりひとりを大切（たいせつ）にする

基本理念（きほんりねん）

 

※７ 社会的
しゃかいてき

 障壁
しょうへき

：
 障害
しょうがい

がある者
もの

にとって日常生活又
にちじょうせいかつまた

 は社会生活
しゃかいせいかつ

 を営
いとな

む上
うえ

で障壁
しょうへき

となるような社会
しゃかい

に
おける様々

さまざま

な事柄
ことがら

や物
もの

、制度
せ い ど

、慣⾏
かんこう

、観念
かんねん

その他⼀切
ほかいっさい

のものをいいます。

 障害者が自らの能⼒を最大限発揮できるよう支援するとともに、障害者の活動を制限し、社会へ

 の参加
さ ん か

を制約
せいやく

している社会的障壁
しゃかいてきしょうへき

（※７）を除去
じょきょ

するために、県
けん

が取
と

り組
く

むべき施策
し さ く

の基本的
きほんてき

な

 方向
ほうこう

を定
さだ

めています。

  この基本
き ほ ん

理念
り ね ん

は、障害者
しょうがいしゃ

を特別視
とくべつし

するのではなく、一般社会
いっぱんしゃかい

の中
なか

で普通
ふ つ う

の生活
せいかつ

が送
おく

れるよう

 条件を整
ととの

え、共
とも

に生
い

きる社会
しゃかい

こそノーマルな社会
しゃかい

であるとした「ノーマライゼーション」の思想
し そ う

 を根底
こんてい

にして、平成18年
へいせい１８ねん

7月
がつ

に策定
さくてい

した「かながわの障害福祉
しょうがいふくし

グランドデザイン」の基本的
きほんてき

な考え

 方を継承
けいしょう

しています。

  なお、「かながわの障害福祉
しょうがいふくし

グランドデザイン」は、平成18年
へいせい１８ねん

の障害者⾃⽴⽀援法
しょうがいしゃじりつしえんほう

の 施⾏
し こ う

 など、 障害福祉
しょうがいふくし

の施策
し さ く

環境
かんきょう

の変化
へ ん か

を踏
ふ

まえ、これまで以上
いじょう

に障害者
しょうがいしゃ

の地域生活支援
ちいきせいかつしえん

に焦点
しょうてん

を

 あて、「かながわ障害者計画
しょうがいしゃけいかく

」を具体化
ぐ た い か

する施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

を明確
めいかく

にし、かながわらしい施策
し さ く

を

 展開
てんかい

するために策定
さくてい

したものです。
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障害の有無に関わらず、住み慣れた地域で安心して暮らすことができる
（しょうがいのうむにかかわらず、すみなれたちいきであんしんしてくらすことができる）

「ともに生きる社会かながわ」の実現を目指す
（「ともにいきるしゃかいかながわ」のじつげんをめざす）

基本方針（きほんほうしん）

８つの分野別施策を推進
（８つのぶんやべつしさくをすいしん）

生活の支援
（せいかつのしえん）

保健と医療
（ほけんといりょう）

教育とスポーツ

・文化活動
（きょういくとスポーツ

・ぶんかかつどう）

住まいとまちづくり
（すまいとまちづくり）

 

 

  県
けん

は、障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴
じ り つ

を「障害者
しょうがいしゃ

が、自
みずか

らの考
かん

えと判断
はんだん

により、地域社会
ちいきしゃかい

の中
なか

で主体的
しゅたいてき

に生
い

き、

 自己実現
じ こ じ つ げ ん

を図
はか

ってゆくこと」と考
かんが

えています。

  かながわ障害者計画
しょうがいしゃけいかく

は、この考え方
かんがえかた

を踏
ふ

まえ、乳幼児期
にゅうようじき

から成人・高齢期
せいじん・こうれいき

にいたるまで、障害者
しょうがいしゃ

 のライフステージに応じ
お う

た切れ⽬
き れ め

のない支援
し え ん

を実現
じつげん

するということを⼤切
たいせつ

に、一生涯
いっしょうがい

を通
つう

じて、

 障害の有無
しょうがい うむ

に関
かか

わらず、住み慣
す な

れた地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができる「ともに生
い

きる社会
しゃかい

かながわ」

 の実現
じつげん

を目指
め ざ

すことを基本方針
きほんほうしん

とします。

  そして、８つの分野
ぶ ん や

から施策
し さ く

を構築
こうちく

し、各分野
かくぶんや

に
に

共通
きょうつう

する４つの考え方
かんがえかた

を基
もと

に、障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴
じ り つ

及
およ

び

 社会参加
しゃかいさんか

の支援等
しえんとう

のための施策
し さ く

を推進
すいしん

していきます。

生活の支援
（せいかつのしえん）

保健と医療
（ほけんといりょう）

・文化活動
（きょういくとスポーツ

・ぶんかかつどう）

（すまいとまちづくり）

働くための支援
（はたらくためのしえん）

暮らしの安全と安心
(くらしのあんぜんとあんしん)

権利擁護と

差別の解消
（けんりようごと

さべつのかいしょう）

わかりやすい

情報の提供
（わかりやすい

じょうほうのていきょう）
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  障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴
じ り つ

と社会参加
しゃかいさんか

を促進
そくしん

するため､ライフステージに沿
そ

った様々
さまざま

な生活上
せいかつじょう

の課題
か だ い

や

 ニーズに対応
たいおう

した支援体制
しえんたいせい

の整備
せ い び

に加
くわ

え､障害者
しょうがいしゃ

の自己選択
じ こ せ ん た く

や自己決定
じ こ け っ て い

が尊重
そんちょう

される利⽤者
り よ う し ゃ

 本位
ほ ん い

の支援
し え ん

の促進
そくしん

に取り
と

組
く

みます。

２ ８つの分野別施策の考え方

（１） 生活の支援（せいかつのしえん）

（２） 保健と医療（ほけんといりょう）

  障害者
しょうがいしゃ

が 身近
み ぢ か

な地域
ち い き

において、保健・医療
ほ け ん ・ い り ょ う

サービス、医学的
い が く て き

リハビリテーション等
とう

を受
う

 けることができるよう努
つと

めます。

  特
とく

に、入院中
にゅういんちゅう

の精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

の退院、地域⽣活移⾏
た い い ん 、 ち い き せ い か つ い こ う

を推進
すいしん

するため、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

が地域
ち い き

で

 暮
く

らせる環境
かんきょう

の整備
せ い び

に取
と

り組
く

みます。

（２） 保健と医療（ほけんといりょう）
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  障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴
じ り つ

と社会参加
しゃかいさんか

を支援
し え ん

し、誰
だれ

もが快適
かいてき

で暮
く

らしやすい生活環境
せいかつかんきょう

の整備
せ い び

を推進
すいしん

す

 るため、障害者
しょうがいしゃ

のための住宅
じゅうたく

の確保、建築物、公共交通機関等
かくほ、けんちくぶつ、こうきょうこうつうきかんとう

のバリアフリー化
か

を推進
すいしん

す

   るとともに、障害者等
しょうがいしゃとう

に配慮
はいりょ

したまちづくりを推進
すいしん

します。

   障害児
しょうがいじ

が､住み慣
す な

れた地域
ち い き

の中
なか

で必要
ひつよう

な支援
し え ん

のもと、年齢
ねんれい

や能⼒、障害
のうりょく、しょうがい

の特性
とくせい

を踏
ふ

ま

（３） 住まいとまちづくり（すまいとまちづくり）

（４） 教育とスポーツ・文化活動

（きょういくとすぽーつ・ぶんかかつどう）

   障害児が､住み慣れた地域の中で必要な支援のもと、年齢や能⼒、障害の特性を踏ま

 えた十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

を、可能
か の う

な限
かぎ

り障害
しょうがい

のない児童生徒
じ ど う せ い と

と共
とも

に受
う

けることのできるしくみを

 構築
こうちく

します。

  また、障害者
しょうがいしゃ

が文化活動
ぶんかかつどう

、スポーツ又
また

はレクリエーションを⾏う
お こ な

ことができるような

 環境
かんきょう

の整備等
せ い び と う

を推進し
す い し ん

ます。

13



 

※８ 一般
いっぱん

 就労
しゅうろう

：

 一般
いっぱん

の企業
きぎょう

 等
など

に就職
しゅうしょく

することや、在宅
ざいたく

で就労
しゅうろう

することをいいます。

※９ 就労
しゅうろう

   継続
けいぞく

 支援
しえん

Ｂ型
がた

事業
じぎょう

：

 障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に基
もと

づく障害
しょうがい

  福祉
ふくし

サービスで、企業等
きぎょうとう

の事業所
じぎょうしょ

に雇用
こよう

されることが

  働く意欲
はたらくいよく

のある障害者
しょうがいしゃ

が、その適性
てきせい

に応
おう

じて、能⼒
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
は っ き

することができるよ

 う、一般就労
いっぱんしゅうろう

（※８）を希望
き ぼ う

する者に
も の

はできる限
かぎ

り一般就労
いっぱんしゅうろう

ができるよう支援
し え ん

するととも

 に、就労継続支援B型事業
しゅうろうけいぞくしえんＢがたじぎょう

（※９）等
とう

の工賃
こうちん

の水準
すいじゅん

が向上
こうじょう

するような総合的
そうごうてき

な支援等
し え ん と う

を通

 じて、一般
いっぱん

の企業等
きぎょうとう

への就職
しゅうしょく

が難
むずか

しい障害者
しょうがいしゃ

の福祉的就労
ふくしてきしゅうろう

の底上
そこじょう

げを促進
そくしん

します。

（５） 働くための支援（はたらくためのしえん）

難しい
む ず か

障害者
しょうがいしゃ

に対して、働
はたら

く場
ば

を提供
ていきょう

し、就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

や能⼒
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な

訓練等
くんれんとう

を⾏い
おこな

ます。

  障害者
しょうがいしゃ

が地域社会
ちいきしゃかい

において、安全
あんぜん

に、安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう、防災
ぼうさい

対策
たいさく

の

 推進
すいしん

、防犯
ぼうはん

対策
たいさく

の推進
すいしん

、消費者被害
しょうひしゃひがい

の未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

と救済
きゅうさい

を図
はか

ります。

（６） 暮らしの安全と安心（くらしのあんぜんとあんしん）
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  可能な限り
か の う な か ぎ り

、言語（手話を含む。）
げ ん ご （ し ゅ わ を ふ く む 。 ）

その他
た

の意思疎通
い し そ つ う

のための手段
しゅだん

について選択
せんたく

の機会
き か い

 が確保
か く ほ

され、意思表示
い し ひ ょ う じ

やコミュニケーションを⾏う
お こ な

ことができるように、情報通信
じょうほうつうしん

におけ

 る情報
じょうほう

の利⽤
り よ う

のしやすさの向上
こうじょう

や 情報提供
じょうほうていきょう

の充実
じゅうじつ

、意思疎通支援
い し そ つ う し え ん

の充実等
じゅうじつとう

を図
はか

ります。

（７） わかりやすい情報の提供

（わかりやすいじょうほうのていきょう）

（８） 権利擁護と差別の解消

（けんりようごとさべつのかいしょう）

  障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

に基
もと

づく障害
しょうがい

を 理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に取
と

り組
く

むとともに、

 障害者虐待防止法
しょうがいしゃぎゃくたいぼうしほう

に基
もと

づく障害者虐待
しょうがいしゃぎゃくたい

の防止
ぼ う し

等
など

、障害者
しょうがいしゃ

の権利擁護
け ん り よ う ご

のための取組
とりくみ

を進
すす

めま

 す。

  また、障害者
しょうがいしゃ

が適切
てきせつ

な配慮
はいりょ

を受
う

けることができるよう、障害者理解
しょうがいしゃりかい

の促進
そくしん

に努
つと

めるとと

 もに、障害者
しょうがいしゃ

がその権利
け ん り

を円滑
えんかつ

に⾏使
こ う し

することができるように、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して選挙等
せんきょなど

に

 おける配慮等
はいりょとう

を⾏い
お こ な

ます。
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  障害者施策
しょうがいしゃしさく

の策定
さくてい

に当
あ

たっては、障害者及び障害者
しょうがいしゃおよびしょうがいしゃ

の家族等
か ぞ く と う

の関係者
かんけいしゃ

の意⾒
い け ん

を聴
き

き、

 その意⾒
い け ん

を尊重
そんちょう

します。

  そして、その実施
じ っ し

に当
とう

たっては、障害者本人
しょうがいしゃほんにん

が自分
じ ぶ ん

の考え
かんがえ

で意思決定
い し け っ て い

を⾏う
おこなう

ことが

 できるよう支援
し え ん

します。

３ ８つの分野に共通する考え方

（８つのぶんやにきょうつうするかんがえかた）

（１） 障害者の自己決定の尊重及び意思決定の支援
（しょうがいしゃのじこけっていのそうんちょうおよびいしけっていのしえん）

（２） 当事者本位の総合的な支援（とうじしゃほんいのそうごうてきなしえん）

16

  障害者施策
しょうがいしゃしさく

は、性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

、障害
しょうがい

の状態
じょうたい

、生活
せいかつ

の実態
じったい

等
とう

に応
おう

じた障害
しょうがい

者
しゃ

の個別的な支援
こ べ つ て き な し え ん

 の必要性
ひつようせい

を踏
ふ

まえて策定、実施
さ く て い 、 じ っ し

します。

  障害者
しょうがいしゃ

の自己選択・自己決定
じ こ せ ん た く ・ じ こ け っ て い

が尊重
そんちょう

され、ライフステージに応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

を受
う

け

 られるよう、福祉
ふ く し

、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

、教育
きょういく,

、雇用等
こ よ う と う

の各分野
か く ぶ ん や

の有機的
ゆ う き て き

な連携
れんけい

のもと、施策
し さ く

を

 総合的
そうごうてき

に展開
てんかい

し、切れ⽬
き れ め

のない支援
し え ん

を⾏い
お こ な

ます。

（２） 当事者本位の総合的な支援（とうじしゃほんいのそうごうてきなしえん）

（３） 障害特性等に配慮した支援

16



  障害者
しょうがいしゃ

の活動
かつどう

を制限
せいげん

し、社会
しゃかい

への参加
さ ん か

を制約
せいやく

している様々
さまざま

な事柄
ことがら

や物
もの

、制度
せ い ど

、慣⾏
かんこう

、

 観念
かんねん

等
など

の社会
しゃかい

的
てき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を進
すす

め、ハード、ソフトの両面
りょうめん

にわたる社会
しゃかい

のバリアフリー化
か

 を推進
すいしん

し、施設
し せ つ

・設備
せ つ び

、サービス、情報
じょうほう

、制度
せ い ど

などの利⽤
り よ う

のしやすさの向上
こうじょう

を図
はか

ります。

（４） アクセシビリティの向上（あくせしびりてぃのこうじょう）
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分野別施策の基本的方向

（ぶんやべつしさくのきほんてきほうこう）
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(1) 生活
せいかつ

の支援
しえん

①  相談
そうだん

 支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

②

③  障害児
しょうがいじ

 支援
しえん

の充実
じゅうじつ

④

⑤  人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

⑥  福祉
ふくし

用具
ようぐ

の研究
けんきゅう

 開発
かいはつ

 及
およ

び身体障害
しんたいしょうがい

   者
しゃ

 補助犬の育成等
ほじょけんのいくせいとう

(2) 保健
ほけん

と医療
いりょう

①  保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実等
じゅうじつとう

②  精神
せいしん

保健
ほけん

・医療
いりょう

の提供等
ていきょうとう

　　【分野
ぶんや

】 　　【分野
ぶんや

別
べつ

 施策
しさく

】

 在宅
ざいたく

サービス等
とう

の充実
じゅうじつ

 サービスの質
しつ

の向上等
こうじょうとう

１ 施策の体系図（しさくのたいけいず）
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③  研究
けんきゅう

  開発
かいはつ

の推進
すいしん

④  人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

⑤  疾病
しっぺい

 等
とう

の早期
そうき

発⾒
はっけん

・早期
そうき

治療
ちりょう

等
など

(3) 住
す

まいと ①  住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

 まちづくり

②  公共
こうきょう

   交通
こうつう

機関
きかん

のバリアフリー化
か

の

③  誰
だれ

もが使
つか

う施設
しせつ

等
とう

のバリアフリー化
か

④  障害者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

したまちづくりの総合
そうごう

 的な推進
てき すいしん

 推進等
すいしんとう

 の推進
のすいしん
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(4) 教育
きょういく

とスポーツ ①  インクルーシブ教育
きょういく

システムの構築
こうちく

 ・文化
ぶんか

活動
かつどう

（※24）参照
さんしょう

②

③  高等
こうとう

  教育
きょういく

における支援
しえん

の推進
すいしん

④  文化
ぶんか

活動
かつどう

、スポーツ等
とう

の振興
しんこう

(5) 働
はたら

くための支援
しえん

①  障害者雇用
しょうがいしゃこよう

の促進
そくしん

②  総合的
そ う ご う

な就労支援
しゅうろうしえん

③  障害
しょうがい

  特性
とくせい

に応
おう

じた就労
しゅうろう

 支
し

援
えん

及
およ

び多様
たよう

 な就業
しゅうぎょう

の機会
きかい

の確保
かくほ

④  福祉
ふくし

的
てき

 就労
しゅうろう

の 底上
そこあ

げ

⑤  経済的
けいざいてき

 ⾃⽴
じりつ

の支援等
しえんとう

(6) 暮
く

らしの ①  防災
ぼうさい

 対策
たいさく

の推進
すいしん

 安全
あんぜん

と安心
あんしん

ぼうはんたいさく すいしん

　　【分野
ぶんや

】 　　【分野
ぶんや

別
べつ

 施策
しさく

】

 教育
きょういく

 環境
かんきょう

の整備
せいび
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②  防犯
ぼうはん

 対策
たいさく

の推進
すいしん

③  消費者
しょうひしゃ

  被
ひ

害
がい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

と救済
きゅうさい

(7) わかりやすい ①  情報
じょうほう

  通信
つうしん

における情報
じょうほう

アクセシビリ

 ティの向上
こうじょう

②  情報
じょうほう

  提供
ていきょう

の 充実等
じゅうじつとう

③  意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

④  ⾏政
ぎょうせい

  情報
じょうほう

のバリアフリー化
か

(8) 権利
けんり

擁護
ようご

と ①  障害
しょうがい

 を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の 推進
すいしん

 差別の解消
さべつかいしょう

②  権利擁護の推進
けんりようごのすいしん

③  障害者
しょうがいしゃ

 理
り

解
かい

の促進
そくしん

 等
とう

④  選挙等
せんきょとう

における配慮
はいりょ

等
など

 情報の提供
じょうほうていきょう
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（１） 生活
せいかつ

の支援
し え ん

 ① 相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

ア 障害者
しょうがいしゃ

が身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で様々
さまざま

な相
そう

談
だん

を受
う

けることができるよう、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

   を促進
そくしん

します。

イ 相談支援専門員
そうだんしえんせんもんいん

が、一人
ひ と り

ひとりの心身
しんしん

の状況
じょうきょう

やサービス利⽤
り よ う

の意向
い こ う

、家族
か ぞ く

の状
じょう

  況
きょう

   等
とう

を踏
ふ

まえ、利⽤
り よ う

するサービスの種類
しゅるい

と内容等
ないようとう

を定
さだ

めたサービス等
とう

 利⽤
り よ う

計画
けいかく

を適切
てきせつ

に

   作成
さくせい

できるよう支援
し え ん

します。

２ 分野別施策の基本的方向

（ぶんやべつしさくのきほんてきほうこう）
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※10 基幹相談支援
きかんそうだんしえん

センター：
 障害者
しょうがいしゃ

の 相談等
そうだんとう

を総合的
そうごうてき

に⾏い
おこない

、地域
ちいき

で相談支援
そうだんしえん

の中心的
ちゅうしんてき

な 役割
　やくわり

を担う機関
きかん

で
す。平成

へいせい

25年
ねん

4月1日現在
にちげんざい

で、県内
けんない

に12か所設置
しょせっち

されています。

ウ 障害者
しょうがいしゃ

が自
みずか

ら選択
せんたく

して決定
けってい

を⾏
おこな

うことができるように、わかりやすい情報提供
じょうほうていきょう

に努
つと

   めるとともに、その意思
い し

を表明
ひょうめい

しやすいよう、意思決定
い し け っ て い

のための支援
し え ん

を⾏
おこな

います。

エ 障害福祉
しょうがいふくし

サービス等
とう

の利⽤
り よ う

を希望
き ぼ う

する障害者
しょうがいしゃ

が、サービスの選択
せんたく

ができるようサー

   ビスの内容
ないよう

や提供事業者
ていきょうじぎょうしゃ

の情報提供
じょうほうていきょう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

オ 障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に基
もと

づき、市町村
しちょうそん

が設置
せ っ ち

する基幹相談支援
き か ん そ う だ ん し え ん

センター（※10）が、

 さらに専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

に対応
たいおう

できるよう支援
し え ん

します。
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※11

保健・医療・福祉
ほ け ん ・ い り ょ う ・ ふ く し

における広域的
こういきてき

な連携
れんけい

を図
はか

る観点
かんてん

から設定
せってい

した、8つの圏域
けんいき

をいいます。

なお、横浜市、川崎市
よこはまし、かわさきし

 及
およ

び相模原
さがみはら

 市
し

については、市
し

の区域
く い き

全体
ぜんたい

を1つの圏域
けんいき

としています。

カ 関係機関
かんけいきかん

が緊密
きんみつ

に連携
れんけい

し、地域
ち い き

の実情
じつじょう

に応
おう

じた障害者等
しょうがいしゃとう

への支援体制
しえんたいせい

の整備
せ い び

につ

 いて話
はなし

し合
あ

いを⾏
おこな

う場
ば

として、神奈川県障害者⾃⽴⽀援協議会
かながわけんしょうがいしゃじりつしえんきょうぎかい

を設置
せ っ ち

し、

 相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

の方向性
ほうこうせい

や、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の 未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

などについて検討
けんとう

を

 ⾏
おこな

います。

  また、複数
ふくすう

の市町村
しちょうそん

にまたがる５つの障害
しょうがい

 保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

圏域
けんいき

（※11）にも圏域
けんいき

 ⾃⽴⽀援協議会
じりつしえんきょうぎかい

を設置
せ っ ち

し、神奈川県
か な が わ け ん

障害者
しょうがいしゃ

 ⾃⽴
じ り つ

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

や市町村
しちょうそん

の協議会
きょうぎかい

と連携
れんけい

し

 て、隙間
す き ま

のない相談支援
そうだんしえん

の体制
たいせい

を確保
か く ほ

していきます。

障害保健福祉圏域
しょうがいほけんふくしけんいき

：
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山北町

愛川町

清川村

秦野市

厚木市

伊勢原市

南足柄市

箱根町

湯河原町

小田原市

大井町 中井町
平塚市

大磯町

茅ヶ崎市 藤沢市
鎌倉市

逗子市

葉山町

横須賀市

三
浦
市

松
田
町

海
老
名
市

大
和
市

座間市

二
宮
町

開
成
町

寒
川
町

綾
瀬
市

麻生区

多摩区

青葉区

緑区

宮前区

高
津
区

瀬
谷
区

旭区

都筑区
港北区

神奈川区

保土ヶ

谷区

戸
塚
区

泉区

港
南
区

南区

栄区
金沢区

磯
子
区

中区

西
区

鶴見区

川崎区

幸区

中原区

真鶴町

相模原

県央

県西 湘南西部

横須賀・三浦

横浜

川崎

湘南東部

神奈川県の障害保健福祉圏域
（かながわけんのしょうがいほけんふくしけんいき）

南区

中央区

緑区
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県　　央
けん おう

厚木市、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、愛川町、清川村
あつぎし、 やまとし、 えびなし、 ざまし、 あやせし、 あいかわまち、きよかわむら

県
けん　　

　　西
せい 小田原市

お だ わ ら し

、南足柄市
みなみあしがらし

、中井町
なかいまち

、大井町
おおいまち

、松田町
まつだまち

、山北町
やまのきたまち

、開成町
かいせいまち

、

箱根町
はこねまち

、真鶴町
まなつるまち

、湯河原町
ゆ が わ ら ま ち

横須賀・
 よこすか・　　　

    三浦
み う ら 横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、葉山町

よ こ す か し 、 か ま く ら し 、 ず し し 、 み う ら し 、 は や ま ま ち

湘南東部
しょうなんとうぶ

藤沢市、茅ヶ崎市、
ふ じ さ わ し 、 ち が さ き し 、

寒川町
さむがわまち

湘南西部
しょうなんせいぶ

平塚市、秦野市、伊勢原市、
ひ ら つ か し 、 は だ の し 、 い せ は ら し 、

大磯町
おおいそまち

、二宮町
、にのみやまち

横　　浜
よ こ は ま

横浜市
よこはまし

川　　崎
か わ ざ き

川崎市
かわさきし

相 模 原
さ が み は ら

相模原市
さ が み は ら し

圏　域
けん いき

市　町　村
し ちょう どん

      

山北町

愛川町

清川村

秦野市

厚木市

伊勢原市

南足柄市

箱根町

湯河原町

小田原市

大井町 中井町
平塚市

大磯町

茅ヶ崎市 藤沢市
鎌倉市

逗子市

葉山町

横須賀市

三
浦
市

松
田
町

海
老
名
市

大
和
市

座間市

二
宮
町

開
成
町

寒
川
町

綾
瀬
市

麻生区

多摩区

青葉区

緑区

宮前区

高
津
区

瀬
谷
区

旭区

都筑区
港北区

神奈川区

保土ヶ

谷区

戸
塚
区

泉区

港
南
区

南区

栄区
金沢区

磯
子
区

中区

西
区

鶴見区

川崎区

幸区

中原区

真鶴町

相模原

県央

県西 湘南西部

横須賀・三浦

横浜

川崎

湘南東部

神奈川県の障害保健福祉圏域
（かながわけんのしょうがいほけんふくしけんいき）

南区

中央区

緑区
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※12 かながわ成年
せいねん

 後
こう

⾒
けん

推進
すいしん

センター：
 身近

み ぢ か

な地域
ち い き

での成年後⾒制度
せいねんこうけんせいど

の推進
すいしん

を目的
もくてき

とした県内
けんない

の拠点機関
きょてんきかん

として、
神奈川県社会福祉協議会
かながわけんしゃかいふくしきょうぎかい

に委託実施
い た く じ っ し

しています。

キ 相談支援
そうだんしえん

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、相談支援専門員
そうだんしえんせんもんいん

が必ず
か な ら

受
う

けなければならない

 相談支援従事者
そうだんしえんじゅうじしゃ

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

に加
くわ

えて、相談支援従事者
そうだんしえんじゅうじしゃ

のスキルアップ、地域
ち い き

の

 関係機関
かんけいきかん

が連携
れんけい

して障害者等
しょうがいしゃとう

を支援
し え ん

するための技術
ぎじゅつ

の向上
こうじょう

、相談担当職員等
そうだんたんとうしょくいんとう

の支援
し え ん

を

 ⾏
おこな

う人材
じんざい

の養成
ようせい

を図
はか

ります。

ク  成年後⾒制度
せいねんこうけんせいど

の適正
てきせい

な利⽤
り よ う

を促進
そくしん

するため、かながわ成年後⾒推進
せいねんこうけんすいしん

センター

 （※12）を設置
せ っ ち

し、市町村社会福祉協議会
しちょうそんしゃかいふくしきょうぎかい

の法⼈後⾒受任等
ほうじんこうけんじゅにんなど

の促進
そくしん

や市町村
しちょうそん

 職員等研修会
しょくいんとうけんしゅうかい

の実施
じ っ し

など、利⽤
り よ う

しやすい成年後⾒
せいねんこうけん

のしくみづくりに取
と

り組
く

みます。

  また、市町村
しちょうそん

が地域生活支援事業
ちいきせいかつしえんじぎょう

として実施
じ っ し

する成年後⾒制度利⽤⽀援事業
せいねんこうけんせいどりようしえんじぎょう

や

 成年後⾒制度法⼈後⾒⽀援事業
せいねんこうけんせいどほうじんこうけんしえんじぎょう

に対
たい

して補助
ほ じ ょ

を⾏
おこな

います。
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※13 発達
はったつ

障害
しょうがい

  者
しゃ

支
し

援
えん

センター：
 県
けん

では、県⽴中井
けんりつなかい

やまゆり園
えん

に「発達障害支援
はったつしょうがいしえん

センターかながわA（エース）」を設置
せ っ ち

して、県所管域
けんしょかんいき

（政令市
せいれいし

を除
のぞ

いた地域
ち い き

）を対象
たいしょう

に支援
し え ん

を⾏
おこな

っています。
 各政令市（横浜市、川崎市、相模原市）

か く せ い れ い し （ よ こ は ま し 、 か わ さ き し 、 さ が み は ら し ）

においても、発達障害者支援
はったつしょうがいしゃしえん

センターを設置
せ っ ち

し
ています。

ケ  発達障害児者
はったつしょうがいじしゃ

の支援
し え ん

を専門的
せんもんてき

に⾏
おこな

う発達障害者支援
はったつしょうがいしゃしえん

センター（※13）において、

    福祉、保健、医療、教育、雇⽤
ふ く し 、 ほ け ん 、 い り ょ う 、 き ょ う い く 、 こ よ う

など様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

と連携
れんけい

して発達障害児者
はったつしょうがいじしゃ

とその家族
か ぞ く

を

 支援
し え ん

します。

  また、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で支援
し え ん

が受
う

けられるよう、発達障害者支援
はったつしょうがいしゃしえん

センターを中心
ちゅうしん

にした

 支援体制
しえんたいせい

の充実
じゅうじつ

を図り
は か

ます。
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※14 障害
しょうがい

  者
しゃ

 権利
け ん り

擁護
よ う ご

センター：
 神奈川県

か な が わ け ん

障害者
しょうがいしゃ

  権利
け ん り

擁護
よ う ご

センターでは、雇用先
こようさき

での使用者
しようしゃ

による虐待
ぎゃくたい

についての
相談等
そうだんとう

を⾏い
お こ な

ます。
 なお、養護者

ようごしゃ

や障害者福祉施設従事者等
しょうがいしゃふくししせつじゅうじしゃとう

による虐待
ぎゃくたい

についての相談
そうだん

は、各市町村
かくしちょうそん

の
障害者虐待防止
しょうがいしゃぎゃくたいぼうし

センターで⾏
おこな

っています。

コ  交通事故
こ う つ う じ こ

や病気
びょうき

などによる脳
のう

の損傷に
そ ん し ょ う

より、理解⼒
りかいりょく

や判断⼒
はんだんりょく

などの認知機能
に ん ち き の う

が低下
て い か

 する高次脳機能障害者
こうじのうきのうしょうがいしゃ

に対
たい

する支援拠点機関
し え ん き ょ て ん き か ん

として、神奈川県総合
か な が わ け ん そ う ご う

リハビリテーショ

 ンセンターを位置付
いちづけ

け、支援
し え ん

コーディネーターによる専門的
せんもんてき

な相談支援
そうだんしえん

を⾏
おこな

います。

サ  障害者虐待防止法
しょうがいしゃぎゃくたいぼうしほう

に基
もと

づき障害者権利擁護
しょうがいしゃけんりようご

センター（※14）において、

 職場
しょくば

で虐待
ぎゃくたい

を受けた障害者
しょうがいしゃ

からの相談
そうだん

を受け付
う つ

けるとともに、通報
つうほう

の窓口
まどぐち

を担
にな

ってい

 る市町村
しちょうそん

からの相談
そうだん

に応
おう

じます。

26

 ② 在宅
ざいたく

サービス等
とう

の充実
じゅうじつ

シ  同
おな

じ障害
しょうがい

を抱
かか

えた当事者
と う じ し ゃ

が相談
そうだん

に応
おう

じるピアカウンセリングの活動
かつどう

を支援
し え ん

します。

ア 障害者
しょうがいしゃ

 総合
そうごう

支援
し え ん

法
ほう

に基
もと

づく障害
しょうがい

  福祉
ふ く し

サービス等
とう

の実施
じ っ し

計画
けいかく

である

 神奈川県障害福祉計画
かながわけんしょうがいふくしけいかく

に定
さだ

めた障害福祉
しょうがいふくし

サービス等
とう

の⾒込量
みこみりょう

の確保
か く ほ

に向
むけ

け、市町村
しちょうそん

や

 関係機関等
かんけいきかんとう

と連携
れんけい

してサービス提供体制
ていきょうたいせい

を整備
せ い び

するとともに、市町村
しちょうそん

と協⼒
きょうりょく

して、

 広く
ひ ろ

情報提供
じょうほうていきょう

を⾏う
お こ な

ことなどにより、多様
た よ う

な事業者
じぎょうしゃ

の参入
さんにゅう

を促進
そくしん

します。
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※15 居宅
きょたく

介護
か い ご

：
 障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に基
もと

づく障害
しょうがい

  福祉
ふ く し

サービスで、居宅
きょたく

において入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、
食事等
しょくじとう

の介護
か い ご

や調理、洗濯、清掃等
ちょうり、せんたく、せいそうなど

の家事
か じ

その他
た

の生活全般
せいかつぜんぱん

にわたる援助
えんじょ

を⾏
おこな

います。

ウ 障害
しょうがい

の特性
とくせい

などによりサービスを利⽤
り よ う

することが難しい
む ず か

場合
ば あ い

や、急に
き ゅ う

サービスを

 利⽤
り よ う

することが必要
ひつよう

になった場合
ば あ い

に地域
ち い き

の中
なか

で対応
たいおう

できる体制
たいせい

づくりを目指し
め ざ

、

 市町村
しちょうそん

と協⼒
きょうりょく

して、障害保健福祉圏域
しょうがいほけんふくしけんいき

ごとに、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

や居宅
きょたく

介護
か い ご

（※15）を

 提供
ていきょう

できる拠点事業所
きょてんじぎょうしょ

を配置
は い ち

します。

イ 地域
ち い き

で生活
せいかつ

する障害者
しょうがいしゃ

の 一人
ひ と り

ひとりのニーズや実態
じったい

に応じる
お う

とともに、介護者
か い ご し ゃ

の

 レスパイト（休息
きゅうそく

）など、必要
ひつよう

なときにサービスを利⽤
り よ う

することができるよう、

 短期入所
たんきにゅうしょ

の施設
し せ つ

や設備
せ つ び

の整備
せ い び

を促進
そくしん

します。

   また、施設
し せ つ

や病院
びょういん

から地域生活
ちいきせいかつ

へ移⾏
い こ う

する障害者や
しょうがいしゃ

、増加
ぞ う か

する特別支援学校
とくべつしえんがっこう

の

 卒業者
そつぎょうしゃ

などの日中
にっちゅう

の活動場所
かつどうばしょ

の確保
か く ほ

を促進
そくしん

します。
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エ 障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に基
もと

づき、県
けん

が⾏う
お こ な

こととされている地域生活支援事業
ちいきせいかつしえんじぎょう

（※16）

 を推進
すいしん

するとともに、市町村
しちょうそん

が⾏う
お こ な

地域生活支援事業
ちいきせいかつしえんじぎょう

に必要
ひつよう

な費用
ひ よ う

の一部
い ち ぶ

を補助
ほ じ ょ

しま

 す。また、地域
ち い き

の障害者
しょうがいしゃ

の最も
も っ と

身近
み ぢ か

な拠り所
よ り ど こ ろ

となり、地域住⺠
ちいきじゅうみん

との交流
こうりゅう

の場
ば

となるよ

 うに取
と

り組
く

んでいる地域活動支援
ち い き か つ ど う し え ん

センター（※17）に対
たい

し、市町村
しちょうそん

を通
つう

じた支援
し え ん

を

 ⾏い
お こ な

ます。
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※16 地域生活支援事業
ちいきせいかつしえんじぎょう

：
 都道府県

と ど う ふ け ん

が⾏
おこな

うものと市町村
しちょうそん

が⾏
おこな

うものがあり、都道府県
と ど う ふ け ん

は相談支援専門員
そうだんしえんせんもんいん

の養成
ようせい

や
盲ろう者向け通訳・介助員の養成・派遣
もうろうしゃむけつうやく・かいじょいんのようせい・はけん

などの広域的・専門的な事業
こういきてき・せんもんてきなじぎょう

を、市町村
しちょうそん

は移動支援
い ど う し え ん

や
手話通訳者の派遣、日常生活用具
しゅわつうやくしゃのはけん、にちじょうせいかつようぐ

の給付
きゅうふ

など、障害者等
しょうがいしゃとう

の身近
み ぢ か

な事業
じぎょう

を⾏い
お こ な

ます。

※17 地域
ち い き

活
かつ

動
どう

支援
し え ん

センター：
 障害者
しょうがいしゃ

    総合
そうごう

支援
し え ん

法
ほう

に基
もと

づく市町村
しちょうそん

地域
ち い き

生活
せいかつ

支
し

援
えん

事業
じぎょう

として、社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

や
ＮＰＯ法人

ほうじん

等
など

が、障害者
しょうがいしゃ

の創作的
そうさくてき

な活動
かつどう

や生産活動
せいさんかつどう

の機会
き か い

の提供
ていきょう

、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の
促進
そくしん

を⾏う
お こ な

通所施設
つうしょしせつ

です。
 平成25年4⽉末⽇現在
へいせい２５ねん４がつまつにちげんざい

で、政令市
せいれいし

  及
およ

び中核市
ちゅうかくし

  （横浜市、川崎市、相模原市、
（ よ こ は ま し 、 か わ さ き し 、 さ が み は ら し 、

横須賀市）
よ こ す か し ）

を除く
の ぞ

、県域
けんいき

に101か所設置
しょせっち

されています。

オ 障害者支援施設
しょうがいしゃしえんしせつ

（※18）について、質
しつ

の高
たか

い「住
す

まいの場
ば

」の支援
し え ん

に努
つと

めるととも

 に、入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

での⾃⽴⽣活
じりつせいかつ

に向け
む

た訓練
くんれん

や、グループホームへの入居支援
にゅうきょしえん

、アパ

 ート等
とう

で生活
せいかつ

するためのコーディネートなど、施設
し せ つ

から地域生活
ちいきせいかつ

への移⾏
い こ う

を推進
すいしん

する
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※18
 障害者
しょうがいしゃ

    総合
そうごう

 支援
し え ん

法
ほう

に基
もと

づく障害
しょうがい

    福祉
ふ く し

サービスで、その施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している障害者
しょうがいしゃ

に、
主
しゅ

として夜間
や か ん

に⾏う
お こ な

 入浴
にゅうよく

や食事等
しょくじとう

の介護
か い ご

、その他
た

の必要
ひつよう

な日常生活上
にちじょうせいかつじょう

の支援
　しえん

を⾏い
お こ な

ます。

 ート等で生活するためのコーディネートなど、施設から地域生活への移⾏を推進する

 ための機能
き の う

を強化
きょうか

します。

  また、施設
し せ つ

に従事
じゅうじ

する医師
い し

や看護師
か ん ご し

による医療的⽀援
いりょうてきしえん

や地域住⺠
ちいきじゅうみん

に対する障害者理解
しょうがいしゃりかい

 を促進
そくしん

するための地域交流事業の実施
ちいきこうりゅうじぎょうのじっし

、災害時
さ い が い じ

における緊急避難場所
きんきゅうひなんばしょ

としての活用等
かつようとう

、

 地域
ち い き

で生活
せいかつ

する障害者
しょうがいしゃ

を支
ささ

える施設
し せ つ

としてその活用
かつよう

を図ります。

カ 地域生活
ちいきせいかつ

の重要
じゅうよう

な役割
やくわり

を担
にな

っているグループホームの新
あら

たな設置
せ っ ち

を促す
う な が

ことにより、

 障害者
しょうがいしゃ

の地域生活
ちいきせいかつ

への移⾏
い こ う

をより一層進め
い っ そ う す す

ます。

障害者
しょうがいしゃ

  支
し

 援
えん

 施設
し せ つ

：
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 ③ 障害児支援
しょうがいじしえん

の充実
じゅうじつ

ア 障害児
しょうがいじ

が、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

において、子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援法
し え ん ほ う

に基
もと

づく教育・保育等
きょういく・ほいくとう

を

 利⽤
り よ う

できるようにするための必要
ひつよう

な支援
し え ん

を⾏
おこな

います。

イ 障害児
しょうがいじ

の保育所
ほ い く じ ょ

での受入
う け い

れを促進
そくしん

するため、保育所
ほ い く じ ょ

のバリアフリー化
か

の促進
そくしん

や、

 障害児保育
しょうがいじほいく

を担当
たんとう

する保育士
ほ い く し

の専門性
せんもんせい

の向上
こうじょう

を図る
は か

ための研修等
けんしゅうとう

を⾏う
お こ な

とともに、

 幼稚園
よ う ち え ん

における特別支援教育
とくべつしえんきょういく

を支援
し え ん

します。

ウ 虐待
ぎゃくたい

の 影響
えいきょう

などから様々
さまざま

な課題
か だ い

を抱え
か か

た、情緒障害
じょうちょしょうがい

や 発達障害
はったつしょうがい

及
およ

び知的障害
ちてきしょうがい

の

 ある子どもに対
たい

し、乳幼児期、学齢期
に ゅ う よ う じ き 、 が く れ い き

から成人
せいじん

にいたるまでの総合的
そうごうてき

な支援体制
しえんたいせい

を

 構築
こうちく

するため、⼼理・医療等
し ん り ・ い り ょ う と う

の専門的
せんもんてき

ケアができる入所機能
にゅうしょきのう

を持っ
も

た

 児童⾃⽴⽀援拠点
じ ど う じ り つ し え ん き ょ て ん

を設置
せ っ ち

するとともに、児童相談所
じどうそうだんじょ

や発達
はったつ

障害支援
しょうがいしえん

センターかながわ

キ 障害者
しょうがいしゃ

や 家族
か ぞ く

の高齢化
こ う れ い か

、親
おや

なき後
あと

の後⾒的
こうけんてき

支援
し え ん

を要
よう

する障害者
しょうがいしゃ

への支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

しま

 す。
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 児童⾃⽴⽀援拠点を設置するとともに、児童相談所や発達障害支援センターかながわ

 Ａ（エース）、総合療育相談
そうごうりょういくそうだん

センター、総合教育
そうごうきょういく

センターといった県
けん

の専門機関
せんもんきかん

や

 地域関係機関
ち い き か ん け い き か ん

と連携
れんけい

して、総合的
そうごうてき

な⾃⽴⽀援
じ り つ し え ん

ネットワークを構築
こうちく

します。

エ 障害児
しょうがいじ

とその家族
か ぞ く

の地域生活
ちいきせいかつ

を支
ささ

えるため、総合療育相談
そうごうりょういくそうだん

センターにおいて

 医療、訓練
いりょう、くんれん

、相談等
そうだんとう

に取
と

り組
く

むとともに、地域
ち い き

への巡回支援
じゅんかいしえん

などを通じ
つ う

て、市町村
しちょうそん

や

 ⽀援・療育機関
しえん・りょういくきかん

と連携
れんけい

しながら、隙間
す き ま

のない支援
し え ん

を⾏い
お こ な

ます。

オ 児童福祉法
じ ど う ふ く し ほ う

に基
もと

づき、障害児
しょうがいじ

に対
たい

して、日常生活
にちじょうせいかつ

に必要
ひつよう

な基本的
き ほ ん て き

な生活習慣
せいかつしゅうかん

や他
た

の

 子
こ

どもたちとの関
かか

わり方等
かたなど

を教え
お し

る児童発達支援
じ ど う は っ た つ し え ん

や、障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に基づく
も と

 居宅介護、短期⼊所、
きょたくかいご、たんきにゅ うし ょ、

障害児
しょうがいじ

を一時的
い ち じ て き

に預か
あ ず

って⾒守る
み ま も

日中一時支援
にっちゅういちじしえん

(※19)などの

 必要
ひつよう

な支援
し え ん

を、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で受
う

けることができる体制
たいせい

づくりを進め
す す

ます。

  また、障害児
しょうがいじ

の年齢
ねんれい

や成⻑
せいちょう

に応
おう

じて、保育所等訪問支援及び
ほ い く じ ょ な ど ほ う も ん し え ん お よ

放課後等
ほ う か ご と う

デイサービス

 等
とう

の適切
てきせつ

な支援
し え ん

を受
う

けることができる体制
たいせい

づくりを進め
す す

ます。
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※19 日中
にっちゅう

   一時
い ち じ

支援
し え ん

：
 障害者
しょうがいしゃ

    総合
そうごう

 支援
し え ん

法
ほう

に基
もと

づき、障害
しょうがい

   福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

や学校
がっこう

の空
あ

き教室
きょうしつ

などで
障害者の日中

にっちゅう

の活動
かつどう

の場
ば

を提供
ていきょう

し、社会
しゃかい

に適応
てきおう

するための日常的
にちじょうてき

な訓練
くんれん

を⾏
おこな

います。

キ 障害
しょうがい

の重度化・重複化
じゅうどか・ちょうふくか

や多様化
た よ う か

を踏ま
ふ

え、児童発達支援
じ ど う は っ た つ し え ん

センター（※20）及
およ

び

 障害児入所施設
しょうがいじにゅうしょしせつ

の専門的機能
せんもんてききのう

の強化
きょうか

を図る
は か

とともに、地域
ち い き

における障害児や
し ょ う が い じ

その家族
か ぞ く

 を支え
さ さ

る中心的
ちゅうしんてき

な施設
し せ つ

としての役割が
や く わ り

担え
に な

るよう、施設
し せ つ

の体制
たいせい

づくりを進め
す す

ます。

  また、障害児入所施設
しょうがいじにゅうしょしせつ

に、18歳
さい

を超え
こ え

て入所
にゅうしょ

している障害者
しょうがいしゃ

が、年齢
ねんれい

や特性
とくせい

に応じ
お う

 て必要
ひつよう

な障害福祉
しょうがいふくし

サービスへの移⾏
い こ う

が円滑
えんかつ

に進
すす

められるよう、施設
し せ つ

の体制
たいせい

づくりを進
すす

 めます。

カ 障害児
しょうがいじ

やその家族
か ぞ く

に対
たい

し、療育
りょういく

についての情報提供
じょうほうていきょう

や相談支援等
そうだんしえんとう

を⾏い
お こ な

ます。

  また、在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

する重症心身障害児者
じゅうしょうしんしんしょうがいじしゃ

が安心
あんしん

して地域
ち い き

で暮ら
く ら

せるように、

 短期入所
たんきにゅうしょ

や居宅介護、児童発達⽀援等
き ょ た く か い ご 、 じ ど う は っ た つ し え ん と う

のサービスの充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。
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※20 児童
じどう

発達
はったつ

 支援
しえん

センター：

 児童
じどう

福祉
ふくし

法
ほう

に基
もと

づく児童
じどう

福祉
ふくし

施設
しせつ

です。

 障害児
しょうがいじ

が日々保護者
ひ び ほ ご し ゃ

の下
もと

から通
かよ

い、日常
にちじょう

  生活
せいかつ

の基本的
きほんてき

動作
どうさ

の指導
しどう

や集団生活
しゅうだんせいかつ

への

適応訓練
てきおうくんれん

を⾏い
おこな

ます。

 ④ サービスの質
しつ

の向上等
こうじょうとう

ア 障害福祉
しょうがいふくし

サービス等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じ っ し

されるよう、グループホームの職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とした

 支援技術
しえんぎじゅつ

の向上
こうじょう

を 図る
は か

ための研修
けんしゅう

や、介護職員
かいごしょくいん

による喀痰吸引等
かくたんきゅういんなど

の医療的
いりょうてき

ケアに関
かん

す

 る研修
けんしゅう

、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

ホームヘルパーの養成研修
ようせいけんしゅう

、相談支援従事者
そうだんしえんじゅうじしゃ

の養成・確保
よ う せ い ・ か く ほ

を推進
すいしん

 する研修
けんしゅう

などサービス提供人材
ていきょうじんざい

の確保
か く ほ

と資質
し し つ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。

 めます。
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イ 障害福祉
しょうがいふくし

サービス等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、「かながわ福祉
ふ く し

サービス

 運営適正化委員会
うんえいてきせいかいいんかい

」の運営支援
うんえいしえん

を通じ
つ う

、福祉
ふ く し

サービスに関
かん

する適切
てきせつ

な苦情解決
くじょうかいけつ

を推進
すいしん

 するとともに、「かながわ福祉
ふ く し

サービス第三者評価推進機構
だいさんしゃひょうかすいしんきこう

」と協働
きょうどう

で福祉
ふ く し

サービス

 の第三者評価
だいさんしゃひょうか

の受審
じゅしん

の促進
そくしん

に努め
つ と

ます。

エ 福祉
ふ く し

サービスの利⽤援助事業
りようえんじょじぎょう

や専門相談
せんもんそうだん

を⾏う
お こ な

「かながわ権利擁護相談
け ん り よ う ご そ う だ ん

センター」

     (愛称
あいしょう

「あしすと」)の運営支援
うんえいしえん

を通じ
つ う

、障害福祉
しょうがいふくし

サービス等
とう

を適切
てきせつ

に利⽤
り よ う

するための

 必要
ひつよう

な支援等
し え ん と う

を⾏い
お こ な

ます。

（再掲
さいけい

（１）－①－イ）

ウ 相談支援専門員
そうだんしえんせんもんいん

が、一人
ひ と り

ひとりの心身
しんしん

の状況
じょうきょう

やサービス利⽤
り よ う

の意向
い こ う

、家族
か ぞ く

の状
じょう

 況
きょう

 等
とう

を踏
ふ

まえ、利⽤
り よ う

するサービスの種類
しゅるい

と内容等
ないようとう

を 定
さだ

めたサービス等
とう

利⽤
り よ う

計画
けいかく

を適切
てきせつ

 に作成
さくせい

できるよう支援
し え ん

します。
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カ 難病患者等
なんびょうかんじゃとう

に 対
たい

する障害福祉
しょうがいふくし

サービス等
とう

の提供
ていきょう

に当
あ

たっては、各市町村
かくしちょうそん

において、

 病状
びょうじょう

の変化
へ ん か

や進⾏
しんこう

、福祉
ふ く し

ニーズ等
とう

に配慮
はいりょ

して実施
じ っ し

されるよう理解
り か い

と協⼒
きょうりょく

の促進
そくしん

を図
はか

り

 ます。

キ サービス利⽤者
り よ う し ゃ

の保護
ほ ご

とサービスを⾏
おこな

う事業者等
じぎょうしゃとう

の健全
けんぜん

な育成
いくせい

を図
はか

るため、

 事業者等
じぎょうしゃとう

に対し
た い

て、指定基準等
していきじゅんとう

に準じ
じ ゅ ん

た事業運営
じぎょううんえい

を⾏う
お こ な

よう必要
ひつよう

な指導や
し ど う

監査
か ん さ

を⾏い
お こ な

 ます。

オ 必要
ひつよう

とされる支援
し え ん

の度合
ど あ

いを示
しめ

す障害支援区分
しょうがいしえんくぶん

の認定
にんてい

を含め
ふ く

た支給
しきゅう

決定
けってい

の在り方
あ り か た

等
とう

、

    障害者
しょうがいしゃ

 総合
そうごう

支援
し え ん

法
ほう

の実施主体
じっししゅたい

である市町村
しちょうそん

が、円滑に
え ん か つ

事務
じ む

を実施
じ っ し

できるよう適切
てきせつ

な

 助言
じょげん

を⾏う
お こ な

などの支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。
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 ⑤ 人材の育成・確保
じ ん ざ い い く せ い ・ か く ほ

ア 県⽴保健福祉⼤学・⼤学院
けんりつほけんふくしだいがく・だいがくいん

において、地域
ち い き

の保健・医療・福祉
ほ け ん ・ い り ょ う ・ ふ く し

を支
ささ

える質
しつ

の高い
た か

 人材
じんざい

の養成
ようせい

に取
と

り組
く

むとともに、実践教育
じっせんきょういく

センターなどにおける現任者教育・研修
げんにんしゃきょういく・けんしゅう

を

 通じ
つ う

て、専門的
せんもんてき

な技術及
ぎじゅつおよ

び知識
ち し き

を有
ゆう

する人材
じんざい

の確保
か く ほ

と資質
し し つ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。

  また、県
けん

や関係団体
かんけいだんたい

からの修学資⾦
しゅうがくしきん

の貸付
か し つ

けを通し
と お

て、理学療法⼠、作業療法⼠、
りがくりょうほうし、さぎょうりょうほうし、

 介護福祉士、
か い ご ふ く し し 、

社会福祉士
し ゃ か い ふ く し し

の確保・定着
かくほ・ていちゃく

を推進
すいしん

します。

（再掲
さいけい

（１）－④－ア）

イ 障害福祉サービス等
し ょ う が い ふ く し さ ー び す と う

が円滑
えんかつ

に実施
じ っ し

されるよう、グループホームの職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とした

 支援技術
しえんぎじゅつ

の向上
こうじょう

を図る
は か

ための研修
けんしゅう

や、介護職員
かいごしょくいん

による喀痰吸引等
かくたんきゅういんとう

の医療的
いりょうてき

ケアに関す
か ん

る

 研修、
けんしゅう、

精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

ホームヘルパーの養成研修
ようせいけんしゅう

、相談支援従事者
そうだんしえんじゅうじしゃ

の養成・確保
よ う せ い ・ か く ほ

を推進
すいしん

する

 研修
けんしゅう

などサービス提供人材
ていきょうじんざい

の確保
か く ほ

と資質
し し つ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。

（再掲
さいけい

（１）－①－キ）
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オ 県⽴⾼校⽣
けんりつこうこうせい

を対象
たいしょう

に、福祉・介護
ふ く し ・ か い ご

に関
かん

する理解
り か い

を深め
ふ か

、関心
かんしん

を高
たか

める取組
とりくみ

を進め
す す

る

 ことにより、将来的
しょうらいてき

な福祉・介護人材
ふ く し ・ か い ご じ ん ざ い

の育成
いくせい

を図り
は か

ます。

（再掲（１）－①－キ）

ウ 相談支援
そうだんしえん

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図る
は か

ため、相談支援専門員が
そ う だ ん し え ん せ ん も ん い ん

必ず
か な ら

受け
う け

なければならない

 相談支援従事者研修
そうだんしえんじゅうじしゃけんしゅう

の実施
じ っ し

に加え
く わ

て、相談支援従事者
そうだんしえんじゅうじしゃ

のスキルアップ、地域
ち い き

の

 関係機関
かんけいきかん

が連携
れんけい

して障害者等
しょうがいしゃとう

を支援
し え ん

するための技術
ぎじゅつ

の向上
こうじょう

、相談担当職員等
そうだんたんとうしょくいんとう

の支援
し え ん

を

 ⾏
おこな

う人材
じんざい

の養成
ようせい

を図り
は か

ます。

エ 地域住⺠等
ちいきじゅうみんとう

のボランティア活動
かつどう

に対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

め、その活動
かつどう

を支援
し え ん

するよう努
つと

め

 るとともに、人材
じんざい

の養成
ようせい

を図
はか

ります。
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 ⑥ 福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

の研究
けんきゅう

 開発
かいはつ

及
およ

び身体
しんたい

障害
しょうがい

 者
しゃ

補助
ほ じ ょ

犬
けん

の育成
いくせい

等
とう

ア 神奈川県総合
か な が わ け ん そ う ご う

リハビリテーションセンターにおいて福祉用具等
ふ く し よ う ぐ な ど

の研究
けんきゅう

や開発
かいはつ

を進め
す す

 ます。

      なお、介護
か い ご

ロボットの介護・医療現場
か い ご ・ い り ょ う げ ん ば

での円滑
えんかつ

な導入
どうにゅう

に資す
し

るため、活⽤事例
かつようじれい

の

 蓄積
ちくせき

や発表
はっぴょう

などを⾏い
お こ な

ます。

イ ⾞椅⼦
く る ま い す

や義手
ぎ し ゅ

などの補装具
ほ そ う ぐ

の購入
こうにゅう

や修理
しゅうり

にかかる費用
ひ よ う

に対す
た い

る負担や
ふ た ん

、市町村
しちょうそん

が

 地域生活支援事業
ちいきせいかつしえんじぎょう

として⾏
おこな

う特殊寝台
とくしゅしんだい

などの日常生活用具支給等事業
にちじょうせいかつようぐしきゅうなどじぎょう

に対し
た い

て補助
ほ じ ょ

を

 ⾏い
お こ な

ます。

       また、福祉用具
ふ く し よ う ぐ

に関す
か ん

る情報提供
じょうほうていきょう

などにより、その普及
ふきゅう

を促し
う な が

ます。

ウ 福祉用具
ふ く し よ う ぐ

の情報
じょうほう

を発信
はっしん

している団体
だんたい

について広く
ひ ろ

知
し

らせるとともに、研修
けんしゅう

を⾏う
お こ な

こ

 とによって、福祉用具
ふ く し よ う ぐ

に関す
か ん

る相談等
そうだんとう

を⾏う
お こ な

職員
しょくいん

の資質
し し つ

の向上
こうじょう

を図り
は か

ます。

エ 身体障害者
しんたいしょうがいしゃ

の⾃⽴及び社会参加
じ り つ お よ び し ゃ か い さ ん か

の促進
そくしん

を図る
は か

ため、「ほじょ犬
けん

」の訓練事業者
くんれんじぎょうしゃ

に
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エ 身体障害者の⾃⽴及び社会参加の促進を図るため、「ほじょ犬」の訓練事業者に

 委託
い た く

し、「ほじょ犬
けん

」を給付
きゅうふ

します。また、「ほじょ犬
けん

」を使用
し よ う

する身体障害者
しんたいしょうがいしゃ

 の施設等
し せ つ と う

の利⽤
り よ う

の円滑化
え ん か つ か

を図り
は か

ます。
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(2) 保健
ほ け ん

と医療
いりょう

 ① 保健・医療
ほ け ん ・ い り ょ う

の充実等
じゅうじつとう

※21

 障害
しょうがい

  者
しゃ

 総合
そうごう

 支
し

援
えん

法
ほう

に基
もと

づく制度
せいど

で、心身
しんしん

の障害
しょうがい

の状態
じょうたい

の軽減
けいげん

を図
はか

り、⾃⽴
じりつ

し
にちじょうせいかつまたはしゃかいせいかついとな ひつよう いりょう せいれい さ だ

イ 市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

して、障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に基づ
も と

く⾃⽴⽀援医療
じ り つ し え ん い り ょ う

（※21）に必要
ひつよう

な

 支援
し え ん

等
とう

を⾏い
お こ な

ます。

ア 障害者
しょうがいしゃ

が身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で医療機関
いりょうきかん

にかかったり、⾃宅
じ た く

で医療
いりょう

がうけられるようにする

 ために、かかりつけ医
い

の役割
やくわり

の理解
り か い

や定着
ていちゃく

のための普及啓発等
ふきゅうけいはつとう

に取
と

り組
く

みます。

  また、難治性疾患患者
なんじせいしっかんかんじゃ

や重症心身障害児者等
じゅうしょうしんしんしょうがいじしゃなど

の医療提供
いりょうていきょう

については、年齢
ねんれい

や症状
しょうじょう

に

 応じ
お う

た医療提供体制
いりょうていきょうたいせい

を整備
せ い び

していきます。

⾃⽴
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

：
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した日常生活又は社会生活
にちじょうせいかつまたはしゃかいせいかつ

を営む
いとな

ために必要
ひつよう

な医療
いりょう

であって政令
せいれい

で定め
さ だ

たものを

いいます。

ウ 県内
けんない

のリハビリテーション医療
いりょう

の拠点施設
きょてんしせつ

として、神奈川
か な が わ

リハビリテーション病院
びょういん

 と七沢
ななさわ

リハビリテーション病院脳血管
びょういんのうけっかん

センターの2つの病院
びょういん

を統合
とうごう

するとともに、

 福祉施設
ふ く し し せ つ

との連携
れんけい

のもと早期
そ う き

の社会復帰
しゃかいふっき

を目指
め ざ

したリハビリテーション医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

を

 図り
は か

ます。

エ 神奈川県総合
か な が わ け ん そ う ご う

リハビリテーションセンターにおいて、骨、関節
ほね、かんせつ

の疾患
しっかん

などや

 脊髄損傷
せきずいそんしょう

や脳卒中
のうそっちゅう

による身体
しんたい

の麻痺、高次脳機能障害等
まひ、 こうじのうきのうしょうがいとう

の医学的
い が く て き

リハビリテーション

 による機能の維持
き の う の い じ

、回復
かいふく

が⾒込
み こ

める障害
しょうがい

について、適切
てきせつ

な評価
ひょうか

、病院
びょういん

から地域
ち い き

などへ

 の一貫
いっかん

した医学的
い が く て き

リハビリテーションの提供
ていきょう

を⾏い
お こ な

ます。
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 ② 精神保健・医療
せいしんほけん・いりょう

の提供等
ていきょうとう

ア 入院中
にゅういんちゅう

の 精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

の早期退院(入院期間
そうきたいいん（にゅういんきかん

の 短縮)
たんしゅく）

や地域
ち い き

における生活
せいかつ

への移⾏
い こ う

を

 推進
すいしん

し、地域
ち い き

での受入体制
うけいれたいせい

がないために退院
たいいん

できないということがないよう、次
つぎ

の

 a 〜 d の取組
とりくみ

を通じ
つ う

て、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

できる社会資源
しゃかいしげん

を整備
せ い び

します。

オ 障害者
しょうがいしゃ

の家族、介護者
か ぞ く 、 か い ご し ゃ

に⻭科疾患
し か し っ か ん

の予防
よ ぼ う

や、食べ
た

る・飲み込む
の こ

などの口
くち

の働き
は た ら

を

 保っ
た も

たり高め
た か

たりするための情報提供
じょうほうていきょう

や普及啓発
ふきゅうけいはつ

を⾏い
お こ な

ます。

  また、障害者
しょうがいしゃ

が安心
あんしん

して⻭科医療
し か い り ょ う

を受け
う

られる体制
たいせい

づくりを進め
す す

ます。

カ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の相談支援
そうだんしえん

や介護者
か い ご し ゃ

の負担軽減
ふたんけいげん

を図
はか

るレスパイト事業、難病治療研究
じぎょう、なんびょうちりょうけんきゅう

 センターにおける実態把握
じったいはあく

や診断・治療法
しんだん・ちりょうほう

の開発
かいはつ

を推進
すいしん

するなど、医療体制
いりょうたいせい

の充実
じゅうじつ

を

 図り
は か

ます。

  また、国
くに

が定める
さ だ

特定疾患
とくていしっかん

について医療費
い り ょ う ひ

の給付
きゅうふ

を⾏い
お こ な

ます。
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 a 保健福祉事務所等
ほ け ん ふ く し じ む し ょ と う

の相談
そうだん

や訪問支援
ほうもんしえん

を充実
じゅうじつ

させ、様々
さまざま

な地域関係機関
ち い き か ん け い き か ん

との連携
れんけい

を

  図り
は か

ます。

 b 医師、看護師等
い し 、 か ん ご し と う

の多職種
たしょくしゅ

チームによる訪問支援等、地域
ほ う も ん し え ん な ど 、 ち い き

の医療・保健・福祉等
い り ょ う ・ ほ け ん ・ ふ く し と う

の

  地域関係機関
ち い き か ん け い き か ん

による支援体制
しえんたいせい

の強化
きょうか

を進め
す す め

ます。

 c 入院中
にゅういんちゅう

から住居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

や新生活
しんせいかつ

の準備等
じゅんびとう

の支援
し え ん

を⾏う
お こ な

地域移⾏⽀援
ち い き い こ う し え ん

や、すでに

  地域生活
ちいきせいかつ

をしている人
ひと

に対
たい

し、24時間
じ か ん

の連絡相談等
れんらくそうだんとう

の支援
し え ん

を⾏う
お こ な

地域定着支援
ちいきていちゃくしえん

の

  提供体制
ていきょうたいせい

を 計画的
けいかくてき

に整備
せ い び

するとともに、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

が、ライフステージに応じ
お う

て

  多様
た よ う

な住
す

まいの場
ば

を選択
せんたく

し、地域
ち い き

にある様々な
さ ま ざ ま

サービスを組み合わ
く あ

せて利⽤
り よ う

できる

  よう、グループホームや居宅
きょたく

介護
か い ご

などの障害福祉
しょうがいふくし

サービスの基盤整備
き ば ん せ い び

を図り
は か

、

  地域生活
ちいきせいかつ

への移⾏
い こ う

を支援
し え ん

します。
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ウ 児童精神科医療
じどうせいしんかいりょう

については、専⾨医療
せんもんいりょう

を提供
ていきょう

できる医療機関
いりょうきかん

の促進
そくしん

を図
はか

るととも

 に、拠点
　きょてん

の役割
やくわり

を担う
に な

県⽴
けんりつ

こども医療
いりょう

センターと地域
ち い き

の医療機関
いりょうきかん

との診療
しんりょう

ネットワー

 クづくりを進め
す す

ます。

エ 県⺠⼀⼈
けんみんひとり

ひとりの「心
こころ

の健康
けんこう

づくり」の取組
とりくみ

が進
すす

むよう、精神疾患全般
せいしんしっかんぜんぱん

の普及啓発

 とともに、統合失調症
とうごうしっちょうしょう

、うつ病
びょう

、児童精神疾患
じどうせいしんしっかん

、認知症等疾患別
にんちしょうなどしっかんべつ

の普及啓発活動
ふきゅうけいはつかつどう

を

 進め
す す

、精神保健福祉
せ い し ん ほ け ん ふ く し

センターや保健福祉事務所
ほ け ん ふ く し じ む し ょ

において市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、こころの

 健康
けんこう

に関す
か ん

る相談
そうだん

等
とう

を継続的
けいぞくてき

に⾏
おこな

っていきます。

 d 精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

の 地域移⾏
ち い き い こ う

の取組
とりくみ

を担う
に な

精神科医、看護職員、精神保健福祉士、
せ い し ん か い 、 か ん ご し ょ く い ん 、 せ い し ん ほ け ん ふ く し し 、

  ⼼理職等
しんりしょくとう

について、人材育成
じんざいいくせい

や連携体制
れんけいたいせい

の構築等
こうちくとう

を図
はか

ります。

イ 精神疾患
せいしんしっかん

と身体疾患
しんたいしっかん

を合併
がっぺい

する救急患者
きゅうきゅうかんじゃ

を 円滑
えんかつ

に受
う

け入
い

れるため、対応
たいおう

できる

 専門医
せ ん も ん い

を養成
ようせい

する等
など

広域的
こういきてき

なしくみづくりに取
と

り組
く

みます。

36

オ 精神疾患
せいしんしっかん

について、患者
かんじゃ

の状態
じょうたい

や特性
とくせい

に応じ
お う

た精神科病床
せいしんかびょうしょう

の機能分化
き の う ぶ ん か

を進
すす

めるとと

 もに、適切
てきせつ

な医療
いりょう

の提供
ていきょう

を確保
か く ほ

し、患者・家族
か ん じ ゃ ・ か ぞ く

による医療機関
いりょうきかん

の選択
せんたく

ができるよう、

 精神科医療
せいしんかいりょう

に関す
か ん

る情報提供
じょうほうていきょう

 等
とう

の推進
すいしん

を図
はか

ります。

カ 医療
いりょう

保護
ほ ご

入院
にゅういん

や精神科
せ い し ん か

病院
びょういん

に係
かかわ

る精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の 意思
い し

決定
けってい

や意思
い し

の表明
ひょうめい

についての

 支援
し え ん

の在
あ

り方
かた

等
とう

に関
かん

する検討
けんとう

を⾏
おこな

います。

キ 心神喪失等
しんしんそうしつなど

の状態
じょうたい

で重大
じゅうだい

な他
た

害
がい

⾏為
こ う い

を⾏
おこな

った者
もの

に対
たい

して、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で適切
てきせつ

な

 医療
いりょう

や福祉
ふ く し

のサービスが受
う

けられるよう関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

体制
たいせい

を推進
すいしん

します。
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 ③ 研究開発
けんきゅうかいはつ

の推進
すいしん

 ④ 人材
　じんざい

の育成・確保
い く せ い ・ か く ほ

ア 様々
さまざま

な場面
ば め ん

や対象者
たいしょうしゃ

に対応
たいおう

できる資質
し し つ

の高
たか

い看護
か ん ご

職員
しょくいん

の養成
ようせい

に努
つと

めます。

イ 県⽴保健福祉⼤学・⼤学院
けんりつほけんふくしだいがく・だいがくいん

において、地域
ち い き

の保健・医療・福祉
ほ け ん ・ い り ょ う ・ ふ く し

を支
ささ

える質
しつ

の高
たか

い

 理学療法⼠
りがくりょうほうし

、作業療法⼠
さぎょうりょうほうし

の養成等
ようせいとう

に取
と

り組
く

みます。

  また、県
けん

や関係団体
かんけいだんたい

からの修学資⾦
しゅうがくしきん

の貸付
かしつけ

けを通し
と お

て、理学療法⼠、作業療法⼠
りがくりょうほうし、さぎょうりょうほうし

の

 確保・定着
かくほ・ていちゃく

を推進
すいしん

します。

ア 神奈川県総合
か な が わ け ん そ う ご う

リハビリテーションセンターにおいて、高次脳機能障害
こうじのうきのうしょうがい

などに関す
か ん

る

 新しい
あ た ら

診断方法
　しんだんほうほう

の開発、医学的
か い は つ 、 い が く て き

リハビリテーションの効率化、訓練
こ う り つ か 、 く ん れ ん

プログラムの改善
かいぜん

 を図る
は か

とともに、障害者
しょうがいしゃ

の生活機能全体
せいかつきのうぜんたい

の維持・回復
い じ ・ か い ふ く

のため、リハビリテーション

 技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ

を進め
す す

ます。

37

 ⑤ 疾病等
しっぺいとう

の早期
そ う き

発⾒
はっけん

・早期
そ う き

治療
ちりょう

等
など

ウ 地域
ち い き

において健康
けんこう

 相談等
そうだんとう

を⾏
おこな

う保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

事務
じ む

所等
しょなど

の職員
しょくいん

の資質
し し つ

の向上
こうじょう

を図
はか

るとと

 もに地域
ち い き

の保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

事業
じぎょう

 従事者
じゅうじしゃ

間
かん

の連携
れんけい

を図
はか

ります。

エ 医療
いりょう

や福祉
ふ く し

の現場
げ ん ば

で働く
は た ら

人々
ひとびと

が、それぞれの専門性
せんもんせい

を生
い

かして連携
れんけい

したり、人材
じんざい

を

 育成
いくせい

して、⾃宅
じ た く

でも医療
いりょう

が受け
う

られる体制
たいせい

づくりを進
すす

めます。

  また、地域
ち い き

の医療機関
いりょうきかん

が連携
れんけい

し、役割
やくわり

を分担
ぶんたん

するしくみを構築
こうちく

します。

ア 疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

の早期
そ う き

発⾒
はっけん

、早期
そ う き

治療
ちりょう

のため、乳幼児及
にゅうようじおよ

び児童
じ ど う

に対
たい

する健康診査
けんこうしんさ

、

 保健指導
ほ け ん し ど う

の適切
てきせつ

な実施
じ っ し

とともに、療育
りょういく

に知⾒
ち け ん

と経験
けいけん

を有
ゆう

する医療・保健・福祉
い り ょ う ・ ほ け ん ・ ふ く し

の

 専門職
せんもんしょく

の確保
か く ほ

を図り
は か

ます。
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(3) 住
す

まいとまちづくり

 ① 住宅
じゅうたく

の確保
か く ほ

イ 知的
ち て き

障害
しょうがい

者
しゃ

や精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

などに対
たい

し、県営住宅
けんえいじゅうたく

による適切
てきせつ

な入居支援
にゅうきょしえん

を実施
じ っ し

すると

 ともに、市町村
しちょうそん

や関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

して、入居後
にゅうきょご

の適切
てきせつ

な居住支援
きょじゅうしえん

を図
はか

ります。

ウ 住
す

まいを⾒
み

つけるのに困
こま

っている障害者
しょうがいしゃ

が⺠間賃貸住宅
みんかんちんたいじゅうたく

に住
す

むことを希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

 に、借り
か

る人
ひと

と貸す
か

人両方
ひとりょうほう

の不安
ふ あ ん

をなくし、安心
あんしん

して貸し
か

借り
か

できる関係
かんけい

を築い
き ず

てい

 けるよう支援
し え ん

します。

ア 公営住宅
こうえいじゅうたく

においては、現在
げんざい

ある住宅
じゅうたく

にエレベーターを付
つ

けたり、団地
だ ん ち

の中
なか

の段差
だ ん さ

を

 なくすことやスロープや手
て

すりを付
つ

けるといった改良
かいりょう

をしたり、建替
たてかえ

えにより⾞椅⼦
く る ま い す

に

 対応
たいおう

するなど、障害者
しょうがいしゃ

にも利⽤
り よ う

しやすい住宅
じゅうたく

への改良
かいりょう

を可能
か の う

な限り
か ぎ

進め
す す

ます。
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エ 重度障害児者
じゅうどしょうがいじしゃ

の日常生活
にちじょうせいかつ

を支援
し え ん

するため、住宅設備改良
じゅうたくせつびかいりょう

や日常生活用具
にちじょうせいかつようぐ

の給付
きゅうふ

に

 かかる費用
ひ よ う

について、市町村
しちょうそん

を通じ
つ う

て補助
ほ じ ょ

を⾏
おこな

います。

オ 市町村
しちょうそん

による公営住宅
こうえいじゅうたく

を活用
かつよう

したグループホームの取組
とりくみ

を交付⾦
こ う ふ き ん

を使
つか

って支援
し え ん

しま

 す。

カ グループホームの設置
せ っ ち

を考え
か ん が

る法人等
ほうじんとう

に対し
た い

て設置・運営
せ っ ち ・ う ん え い

に関す
か ん

る助言等
じょげんとう

を⾏い
お こ な

、

 その設置
せ っ ち

と利⽤
り よ う

の促進
そくしん

を図
はか

ります。

キ グループホームで生活
せいかつ

する障害者
しょうがいしゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるよう、建築基準法、消防法
けんちくきじゅんほう、しょうぼうほう

 といった法律
ほうりつ

の決ま
き

りにあわせて、防火安全体制
ぼうかあんぜんたいせい

の強化
きょうか

を図り
は か

ます。
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 ② 公共
こうきょう

交通機関
こうつうきかん

のバリアフリー化
か

の推進等
すいしんとう

 ③ 誰
だれ

もが使
つか

う施設等
し せ つ と う

のバリアフリー化
か

の推進
すいしん

ア 障害者
しょうがいしゃ

が安心
あんしん

して外出
がいしゅつ

できるよう、公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

のバリアフリー化
か

や困
こま

っている人
ひと

 を手助
て す け

けするなど人的対応
じんてきたいおう

の充実
じゅうじつ

を図り
は か

ます。

イ 公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

の旅客施設
りょかくしせつ

及
およ

び⾞両内
しゃりょうない

において、障害特性
しょうがいとくせい

に配慮
はいりょ

した案内表示
あんないひょうじ

や

 情報提供
じょうほうていきょう

の充実
じゅうじつ

を推進
すいしん

します。

ウ 障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な対応
たいおう

を進
すす

めるために、交通事業者等
こうつうじぎょうしゃとう

が⾏
おこな

う障害者
しょうがいしゃ

理解
り か い

を促
そく

進
しん

 するための研修等
けんしゅうとう

を支援
し え ん

します。
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 ④ 障害者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

したまちづくりの総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

ア 学校、福祉施設、商業施設、
がっこう、ふ くし しせ つ、 しょ うぎ ょう しせ つ、

運動
うんどう

施設
し せ つ

など不特定多数
ふ と く て い た す う

の方
かた

が利⽤
り よ う

する公共的施設
こうきょうてきしせつ

につ

 いて、障害者等が
しょうがいしゃとう

安全
あんぜん

かつ快適
かいてき

に利⽤
り よ う

できるよう、当該施設
とうがいしせつ

を設置
せ っ ち

し又
また

は管理
か ん り

する者
もの

に

 対し、バリアフリー条例
じょうれい

で定
さだ

める整備基準
せいびきじゅん

への適合
てきごう

を求
もと

めるなど、バリアフリー化
か

を

 促進
そくしん

します。

イ 県⽴公園
けんりつこうえん

において、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

が快適
かいてき

に利⽤
り よ う

できるよう、出入口
で い り ぐ ち

や園路
え ん ろ

の段差解消
だんさかいしょう

や

   バリアフリートイレの整備
せ い び

など、公園施設
こうえんしせつ

の改良・整備
かいりょう・せいび

を推進
すいしん

します。

ア 公共交通機関等
こうきょうこうつうきかんとう

のバリアフリー化
か

と連携
れんけい

しつつ、幅
はば

の広
ひろ

い歩道
ほ ど う

の整備
せ い び

や無電柱化等
むでんちゅうかとう

 を推進
すいしん

し、よりよい歩⾏
ほ こ う

空間
くうかん

の形成
けいせい

に努
つと

めてまいります。
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※22 PICS(歩⾏者等⽀援情報通信
ほこうしゃなどしえんじょうほうつうしん

システム)：

 交差点
こうさてん

の状況
じょうきょう

 や安全
あんぜん

な歩⾏
ほこう

ルートなどの情報
じょうほう

を、音声
おんせい

、画像
がぞう

、文字
も じ

などの様々
さまざま

な

形
かたち

で提供
ていきょう

します。

ウ 障害者
しょうがいしゃ

が道路
ど う ろ

を安全
あんぜん

に安心
あんしん

して⾃動⾞
じ ど う し ゃ

を運転
うんてん

できるよう、信号灯器
しんごうとうき

のLED 化
か

、

 道路標識
どうろひょうしき

の⾼輝度化等
こ う き ど か と う

を推進
すいしん

します。

エ 市街地等
し が い ち と う

の⽣活道路
せいかつどうろ

における障害者等
しょうがいしゃとう

の安全
あんぜん

な通⾏
つうこう

を確保
か く ほ

するため、区域
く い き

(ゾーン)

イ バリアフリー法
ほう

に 基
もと

づき市町村
しちょうそん

が定
さだ

める重点整備地区内
じゅうてんせいびちくない

を中心
ちゅうしん

に、歩⾏者等
ほこうしゃなど

と

 ⾃動⾞が
じ ど う し ゃ

通⾏
つうこう

する時間
じ か ん

を分離
ぶ ん り

する歩⾞分離式信号、専⽤
ほしゃぶんりしきしんごう、 せん よう

の端末機器
た ん ま つ き き

を所持
し ょ じ

する

 障害者等
しょうがいしゃとう

が 交差点
こ う さ て ん

を通⾏
つうこう

する際
さい

、必要な
ひ つ よ う

情報提供
じょうほうていきょう

や歩⾏者⻘時間
ほ こ う し ゃ あ お じ か ん

の延⻑
えんちょう

を⾏う
お こ な

PICS

 (歩⾏者等⽀援情報通信
ほこうしゃなどしえんじょうほうつうしん

システム)（※22）等
とう

のバリアフリー対応型信号機
たいおうがたしんごうき

、⾒
み

やすく

 分
わ

かりやすい道路標識等
どうろひょうしきとう

の整備
せ い び

を推進
すいしん

します。
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※23 物理的
ぶつりてき

デバイス：

 ⾞道
しゃどう

に凸
とつ

 型
がた

 路⾯
ろめん

を設置
せっち

したり、⾞道
しゃどう

の幅
はば

を物理的
ぶつりてき

に狭
せま

くするなどして⾞
くるま

の⾛⾏速度
そうこうそくど

を低減
ていげん

させる道路
どうろ

構造
こうぞう

をいいます。

エ 市街地等
し が い ち と う

の⽣活道路
せいかつどうろ

における障害者等
しょうがいしゃとう

の安全
あんぜん

な通⾏
つうこう

を確保
か く ほ

するため、区域
く い き

(ゾーン)

 を設定
せってい

して、最⾼速度
さいこうそくど

30km/h の区域規制
く い き き せ い

、路側帯
ろ そ く た い

の設置・拡幅、物理的
せ っ ち ・ か く ふ く 、 ぶ つ り て き

デバイス

 （※23）設置等
せ っ ち と う

の対策
たいさく

を効果的
こ う か て き

に組
く

み合
あ

わせ、速度抑制
そくどよくせい

や通過交通
つうかこうつう

の抑制・排除
よくせい・はいじょ

を図
はか

 ります。
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(4) 教育
きょういく

とスポーツ・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

 ① インクルーシブ教育
きょういく

システム（※24）の構築
こうちく

※24 インクルーシブ教育
きょういく

システム：

 障害者権利条約第
しょうがいしゃけんりじょうやくだい

24 条
じょう

において、「インクルーシブ教育
きょういく

システム」とは、人間
にんげん

 の

多様性
たようせい

の尊重等
そんちょうなど

の強化
きょうか

、障害者
しょうがいしゃ

が精神的及
せいしんてきおよ

び身体的
しんたいてき

な能⼒等
のうりょくとう

を可能
かのう

な最大
さいだい

限度
げんど

まで発達
はったつ

させ、自由
じゆう

な社会
しゃかい

に効果的
こうかてき

に参加
さんか

することを可能
かのう

とする目的
もくてき

のもと、

障害
しょうがい

のある者
もの

と障害
しょうがい

のない者
もの

が共
とも

に学ぶ
ま な

しくみとされています。

ア 障害
しょうがい

のある子
こ

どもと障害
しょうがい

のない子
こ

どもが可能
か の う

な限り
か ぎ り

共に学ぶ
と も に ま な ぶ

ことを目指
め ざ

し、

 インクルーシブ教育
きょういく

を推進
すいしん

するため、障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

・保護者
ほ ご し ゃ

（以下
い か

「本人
ほんにん

 等
とう

」といいます。）に対
たい

する十分
じゅうぶん

な情報提供
じょうほうていきょう

のもと、本人等
ほんにんとう

の意⾒
い け ん

を最大限尊重
さいだいげんそんちょう

し、

 本人
ほんにん

等
とう

と市町村教育委員会
しちょうそんきょういくいいんかい

、学校等
がっこうとう

が、教育的
きょういくてき

ニーズと必要
ひつよう

な支援
し え ん

について合意形成
ごういけいせい

 を⾏
おこな

うことを原則
げんそく

として、市町村教育委員会
しちょうそんきょういくいいんかい

が就学先
しゅうがくさき

を決定
けってい

するしくみを構築
こうちく

します。

  また、以上
いじょう

のしくみのもと、障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

の発達
はったつ

の程度
て い ど

、適応
てきおう

の状況等
じょうきょうとう

に応
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エ 医療、保健、福祉等
い り ょ う 、 ほ け ん 、 ふ く し と う

との連携
れんけい

のもと、幼児期
よ う じ き

を含
ふく

め早期
そ う き

からの教育相談・就学相談
きょういくそうだん・しゅうがくそうだん

 を実施
じ っ し

します。

イ 障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

に対
たい

する合理的配慮
ごうりてきはいりょ

については、児童生徒一人
じ ど う せ い と ひ と り

ひとりの障害
しょうがい

の

 状態
じょうたい

や教育的
きょういくてき

ニーズ等
とう

に応じ
お う

て設置者・学校
せ っ ち し ゃ ・ が っ こ う

と本人
ほんにん

 等
とう

との間
あいだ

で可能
か の う

な限
かぎ

り合意形成
ごういけいせい

を

 図
はか

った上
うえ

で決定
けってい

し、提供
ていきょう

されることが望
のぞ

ましいことを周知
しゅうち

します。

ウ 必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けながら、同
おな

じ場
ば

で共
とも

に学ぶ
ま な

ことを追求
ついきゅう

するとともに、個別
こ べ つ

の

 教育的
きょういくてき

ニーズのある子
こ

どもに対
たい

して、教育的
きょういくてき

ニーズに最
もっと

も的確
てきかく

に応
こた

えた指導
し ど う

を提供
ていきょう

で

 きるよう、小・中学校
しょう・ちゅうがっこう

から高等学校
こうとうがっこう

における通常
つうじょう

の学級、通級
がっきゅう、つうきゅう

による指導
し ど う

、特別支援学

 級、特別支援学校
とくべつしえんがっこう

という「多様
た よ う

な学
まな

びの場
ば

」のそれぞれの充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、相互
そ う ご

の

 連携
れんけい

を促進
そくしん

していきます。

  また、以上のしくみのもと、障害のある児童生徒の発達の程度、適応の状況等に応

 じて、柔軟
じゅうなん

に「学びの場
ま な び の ば

」を変更
へんこう

できることについて、関係者
かんけいしゃ

への周知を促し
しゅうちをうながし

ます。
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オ 障害
しょうがい

のある児童
じ ど う

生徒
せ い と

に対
たい

し、可能
か の う

な限
かぎ

り
り

早期
そ う き

から成人
せいじん

に至
いた

るまで一貫
いっかん

した

 指導・支援
し ど う ・ し え ん

ができるよう、子
こ

どもの成⻑記録
せいちょうきろく

や指導内容等
しどうないようとう

に関
かん

する情報
じょうほう

を、必要
ひつよう

に

 応
おう

じて関係機関
かんけいきかん

で共有・活用
きょうゆう・かつよう

するとともに、保護者
ほ ご し ゃ

の参画
さんかく

を得
え

つつ、

 医療、保健、福祉、労働等
い り ょ う 、 ほ け ん 、 ふ く し 、 ろ う ど う と う

との連携
れんけい

のもと、個別
こ べ つ

の教育支援計画
きょういくしえんけいかく

の策定・活用
さくてい・かつよう

を促進
そくしん

 します。

カ 障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

への支援
し え ん

に関
かん

する先進的
せんしんてき

な事例
じ れ い

の収集
しゅうしゅう

を⾏う
お こ な

とともに、関係者
かんけいしゃ

 に対
たい

して情報提供
じょうほうていきょう

を⾏
おこな

います。

キ 障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

の特別支援学校
とくべつしえんがっこう

の高等部
こ う と う ぶ

や高等
こうとう

学校
がっこう

等
とう

への就学
しゅうがく

を促進
そくしん

するた

 め、個別
こ べ つ

のニーズに応
おう

じた入学試験
にゅうがくしけん

における配慮
はいりょ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

ク 福祉、労働等
ふ く し 、 ろ う ど う と う

との連携
れんけい

のもと、障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

の就労
しゅうろう

について、支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を

 図
はか

ります。
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 ② 教育
きょういく

 環境
かんきょう

の 整備
せ い び

イ 障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

の視点
し て ん

を踏
ふ

まえ、災害
さいがい

が発生
はっせい

した時
とき

に避難所
ひ な ん じ ょ

となる学校施設
がっこうしせつ

の

 バリアフリー化
か

を推進
すいしん

します。

ウ 障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

に対
たい

する指導方法
しどうほうほう

に関
かん

する調査・研究
ちょうさ・けんきゅう

を推進
すいしん

するとともに、

 研究成果
けんきゅうせいか

の普及
ふきゅう

を図
はか

ります。

ア 障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

の一人
ひ と り

ひとりの教育的
きょういくてき

ニーズに応
おう

じた教科書
きょうかしょ

を始
はじ

めとする教材
きょうざい

 の提供
ていきょう

に努
つと

めます。
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 ③ 高等
こうとう

  教育
きょういく

における支援
し え ん

の推進
すいしん

 ④ 文化活動、スポーツ等
ぶ ん か か つ ど う 、 す ぽ ー つ と う

の振興
しんこう

エ 特別支援教育
とくべつしえんきょういく

に関
かん

する教職員
きょうしょくいん

の専門性
せんもんせい

の確保、指導⼒
か く ほ 、 し ど う り ょ く

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、

 特別支援学校
とくべつしえんがっこう

のセンター的機能
て き き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、小・中学校等
しょう・ちゅうがっこうとう

の教員
きょういん

への研修
けんしゅう

 の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

ア 県⽴保健福祉⼤学・⼤学院
けんりつほけんふくしだいがく・だいがくいん

において、障害
しょうがい

のある学生
がくせい

の能⼒・適性、学習
のうりょく・てきせい、がくしゅう

の成果等
せ い か と う

 を適切
てきせつ

に評価
ひょうか

するため、大学等
だいがくとう

の入試
にゅうし

における適切
てきせつ

な配慮
はいりょ

を実施
じ っ し

します。

イ 県⽴保健福祉⼤学・⼤学院
けんりつほけんふくしだいがく・だいがくいん

において、施設
し せ つ

のバリアフリー化
か

の状況等
じょうきょうとう

に関
かん

する情報
じょうほう

 を公開
こうかい

します。
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イ 障害者等
しょうがいしゃとう

が円滑
えんかつ

にスポーツ又
また

はレクリエーションを⾏
おこな

うことができるよう、また、

   県⽴⽂化施設
け ん り つ ぶ ん か し せ つ

における文化芸術活動
ぶんかげいじゅつかつどう

の公演・展⽰、県⽴
こ う え ん ・ て ん じ 、 け ん り つ

の博物館・美術館
はくぶつかん・びじゅつかん

における

 展示等
て ん じ な ど

において、障害者
しょうがいしゃ

のニーズに応
おう

じた工夫・配慮
く ふ う ・ は い り ょ

が提供
ていきょう

されるよう努
つと

めます。

ウ スポーツ、レクリエーション活動
かつどう

を通
つう

じて、障害者等
しょうがいしゃとう

の体⼒
たいりょく

の強化、交流
きょうか、こうりゅう

、

 自由時間
じ ゆ う じ か ん

の活用等
かつようとう

に役⽴
や く だ

てるとともに、障害者
しょうがいしゃ

スポーツを普及
ふきゅう

させるためスポーツ

 指導員
し ど う い ん

の養成
ようせい

やスポーツ大会
たいかい

の開催
かいさい

などのスポーツを推進
すいしん

する取組
とりくみ

を⾏
おこな

います。

ア 障害者
しょうがいしゃ

が、文化芸術
ぶんかげいじゅつ

に親
した

しみ自
みずか

ら文化芸術活動
ぶんかげいじゅつかつどう

を楽し
た の

むことができるよう、

 文化芸術団体
ぶんかげいじゅつだんたい

と 協⼒
きょうりょく

しながら、文化芸術
ぶんかげいじゅつ

の鑑賞機会
かんしょうきかい

の提供
ていきょう

や自
みずか

らが文化芸術活動
ぶんかげいじゅつかつどう

  を楽
たの

しむための取組
とりくみ

を推進
すいしん

するとともに、文化施設
ぶ ん か し せ つ

のバリアフリー化
か

や利⽤
り よ う

サービス

  の向上
こうじょう

に努
つと

めます。
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エ テレビ番組等
ばんぐみとう

の著作権処理
ちょさくけんしょり

を委託
い た く

して実施
じ っ し

することにより、効率的
こうりつてき

に字幕番組
じまくばんぐみ

を

 製作
せいさく

し、聴覚障害者情報提供施設
ちょうかくしょうがいしゃじょうほうていきょうしせつ

において貸出
か し だ

しを⾏
おこな

います。
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(5) 働
はたら

くための支援
し え ん

 ① 障害者雇用
しょうがいしゃこよう

の促進
そくしん

ア 障害者雇用促進法
しょうがいしゃこようそくしんほう

では、事業主
じぎょうぬし

は障害者
しょうがいしゃ

を 従業員
じゅうぎょういん

の  一定割合
いっていわりあい

（法定雇⽤率）
（ ほ う て い こ よ う り つ ）

に

 相当
そうとう

する人数
にんずう

を雇用
こ よ う

しなければならないとしています。この障害者雇⽤率制度
しょうがいしゃこようりつせいど

に基
もと

づ

 き、引
ひ

き続
つづ

き、障害者雇用
しょうがいしゃこよう

の促進
そくしん

を図
はか

ります。

イ 平成25年
へいせい２５ねん

の障害者雇用促進法
しょうがいしゃこようそくしんほう

の 改正
かいせい

により、法定雇⽤率
ほうていこようりつ

の算定基礎
さ ん て い き そ

に、従来
じゅうらい

の

 身体障害者、知的障害者
しんたいしょうがいしゃ、ちてきしょうがいしゃ

に加
くわ

え、新
あら

たに精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

が加
くわ

わる(平成30年4⽉施⾏
へいせい３０ねん４がつしこう

)

 ことも踏
ふ

まえ、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

の雇用
こ よ う

の促進
そくしん

のための取組
とりくみ

を進
すす

めます。

ウ 法定雇⽤率
ほうていこようりつ

を達成
たっせい

していない⺠間企業等
みんかんきぎょうとう

へ障害者雇用
しょうがいしゃこよう

の理解促進
りかいそくしん

のため普及啓発
ふきゅうけいはつ

を

 ⾏
おこな

い、法定雇⽤率
ほうていこようりつ

の達成
たっせい

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

めます。
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※25 チャレンジ雇用
こ よ う

：
 精神
せいしん

障害者等
しょうがいしゃとう

を   非常勤職員
ひじょうきんしょくいん

として雇用
こ よ う

し、１から３年
ねん

の業務
ぎょうむ

の経験
けいけん

を積
つ

んだ後
あと

、
ハローワーク等

とう

を通
つう

じて一般
いっぱん

 企業
きぎょう

 等
とう

への就職
しゅうしょく

の 実現
じつげん

を図
はか

ることを目的
もくてき

としています。

エ 一般企業等
いっぱんきぎょうとう

への就職
しゅうしょく

につなげることを目的
もくてき

として、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

等のチャレンジ雇用
こ よ う

 （※25）を実施
じ っ し

します。

オ 障害者虐待防止法
しょうがいしゃぎゃくたいぼうしほう

に基
もと

づく障害者権利擁護
しょうがいしゃけんりようご

センターにおいて、職場
しょくば

で虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた

 障害者
しょうがいしゃ

からの相談
そうだん

を受
う

け付
つ

けます。

  また、関係者
かんけいしゃ

を対象
たいしょう

とした研修会
けんしゅうかい

を開催
かいさい

して、障害者
しょうがいしゃ

への虐待
ぎゃくたい

の未然防止
み ぜ ん ぼ う し

、

 早期発⾒
そうきはっけん

に努
つと

めます。

45



 ② 総合的
そうごうてき

な就労
しゅうろう

支援
し え ん

カ 雇用分野
こ よ う ぶ ん や

における障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する差別
さ べ つ

の禁止等
き ん し と う

の措置
そ ち

（合理的配慮の提供義務）
（ ご う り て き は い り ょ の て い き ょ う ぎ む ）

が

 新
あら

たに規定
き て い

された改正障害者雇用促進法
かいせいしょうがいしゃこようそくしんほう

 (平成28年4⽉施⾏)
（へいせい２８ねん４がつしこう）

に基
もと

づき、障害者
しょうがいしゃ

と

 健常者
けんじょうしゃ

との均等
きんとう

な機会及
き か い お よ

び待遇
たいぐう

の確保並
か く ほ な ら

びに障害者
しょうがいしゃ

の有
ゆう

する能⼒
のうりょく

の有効
ゆうこう

な発揮
は っ き

を図
はか

り

 ます。

ア 福祉、教育、医療等
ふくし、きょういく、いりょうとう

から雇用
こ よ う

への一層
いっそう

の推進
すいしん

のため、神奈川県障害者就労相談
かながわけんしょうがいしゃしゅうろうそうだん

セン

 ターにおいて、ハローワークや神奈川障害者職業
かながわしょうがいしゃしょくぎょう

センター、障害者就業・生活支援
しょうがいしゃしゅうぎょう・せいかつしえん

 センターをはじめとする地域
ち い き

の関係機関
かんけいきかん

と密接
みっせつ

に連携
れんけい

して、職場実習
しょくばじっしゅう

の推進
すいしん

や雇用前
こ よ う ま え

 の雇入
やといい

れ支援
し え ん

から雇用後
こ よ う ご

の職場定着支援
しょくばていちゃくしえん

までの一貫
いっかん

した支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。

イ 障害者
しょうがいしゃ

を雇用
こ よ う

するための環境整備等
かんきょうせいびとう

に関す
か ん

る各種助成⾦制度
かくしゅじょせいきんせいど

を紹介
しょうかい

し、障害者
しょうがいしゃ

を

 雇用
こ よ う

する企業
きぎょう

に対
たい

する支援
し え ん

を⾏
おこな

います。あわせて、障害者雇用
しょうがいしゃこよう

に関
かん

するノウハウの
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エ 神奈川障害者職業能⼒開発校
かながわしょうがいしゃしょくぎょうのうりょくかいはつこう

において、働
はたら

くことを希望
き ぼ う

する障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、

 障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた職業訓練
しょくぎょうくんれん

と就職支援
しゅうしょくしえん

を⾏
おこな

うとともに、在職中
ざいしょくちゅう

の方
かた

のスキルアップ

 を支援
し え ん

する訓練
くんれん

を実施
じ っ し

します。

  また、専門学校
せんもんがっこう

やNPO法人
ほうじん

、企業
きぎょう

などに委託
い た く

することで、障害者
しょうがいしゃ

の身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で

 個々
こ こ

の障害
しょうがい

の状況
じょうきょう

に配慮
はいりょ

しながら訓練
くんれん

を実施
じ っ し

します。

 雇用する企業に対する支援を⾏います。あわせて、障害者雇用に関するノウハウの

 提供等
ていきょうとう

に努
つと

めます。

ウ 障害者
しょうがいしゃ

の身近
み ぢ か

な地域
ち い き

における雇用、
こ よ う 、

保健福祉
ほけんふく し

、
、

教育等
 きょういくとう

の関係機関
かんけいきかん

の連携拠点
れんけいきょてん

であ

 る障害者就業・生活支援
しょうがいしゃしゅうぎょう・せいかつしえん

センターにおいて、就業面
しゅうぎょうめん

  及
およ

び生活
せいかつ

面
めん

からの一体的
いったいてき

な

 相談支援
そうだんしえん

を実施
じ っ し

します。
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 ③ 障害特性
しょうがいとくせい

に応
おう

じた就労支援
しゅうろうしえん

及び
および

多様
たよう

な就業
しゅうぎょう

の機会
きかい

の確保
かくほ

オ 障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こ よ う

に取
と

り組
く

む企業、地域
き ぎ ょ う 、 ち い き

の就労支援機関、特別支援学校
しゅうろうしえんきかん、とくべつしえんがっこう

などと意⾒
い け ん

や

 情報
じょうほう

の交換
こうかん

を⾏
おこな

いながら、障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

につながる職業訓練
しょくぎょうくんれん

を 推進
すいしん

します。

  また、働
はたら

く能⼒
のうりょく

を導
みちび

きだし、スキルアップすることの重要性
じゅうようせい

について、事業主
じぎょうぬし

や

 県⺠
けんみん

の理解
り か い

が高
たか

まるよう、啓発
けいはつ

に努
つと

めます。

カ 一般就労
いっぱんしゅうろう

をより促進
そくしん

するため、就労移⾏⽀援事業所等
しゅうろういこうしえんじぎょうしょとう

において、積極的
せっきょくてき

な企業
きぎょう

での

 実習
じっしゅう

や求職活動
きゅうしょくかつどう

の支援(施設外支援)等
しえん （し せつ がい しえ ん） など

の促進
そくしん

を図
はか

ります。

ア 就労支援
しゅうろうしえん

に当
あ

たっては、精神障害、発達障害等
せいしんしょうがい、はったつしょうがいとう

の障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

を進
すす

めま

 す。

イ 精神障害
せいしんしょうがい

に関
かん

する事業主等
じぎょうぬしとう

の理解
り か い

を一層促進
いっそうそくしん

するとともに、精神障害
せいしんしょうがい

の特性
とくせい

に

 応
おう

じた支援
し え ん

の充実・強化
じゅうじつ・きょうか

を通
つう

じて、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

の雇用拡大
こようかくだい

を図
はか

ります。
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エ 障害者優先調達推進法
しょうがいしゃゆうせんちょうたつすいしんほう

に  基
もと

づき、市町村
しちょうそん

や地方
ち ほ う

独⽴
どくりつ

 ⾏政
ぎょうせい

 法人
ほうじん

等
とう

と連携
れんけい

して、

   障
しょう

害
がい

者
しゃ

就労
しゅうろう

 施設
し せ つ

等
とう

の提供
ていきょう

する物品
ぶっぴん

・サービスの優先購入(調達)
ゆうせんこうにゅう（ちょうたつ）

を 推進
すいしん

します。

（再掲
さいけい

（４）－①－ク）

オ 福祉、労働等
ふ く し 、 ろ う ど う と う

との連携
れんけい

のもと、障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

の就労
しゅうろう

について、支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を

 図
はか

ります。

 応じた支援の充実・強化を通じて、精神障害者の雇用拡大を図ります。

  また、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

に対
たい

する就労支援
しゅうろうしえん

に当
あ

たっては、就労支援機関
しゅうろうしえんきかん

が医療機関等
いりょうきかんとう

と

 連携
れんけい

を図
はか

ります。

ウ 短時間労働
たんじかんろうどう

や在宅就業
ざいたくしゅうぎょう

など、障害者
しょうがいしゃ

の多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

の普及啓発
ふきゅうけいはつ

を進
すす

めます。
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 ④ 福祉
ふ く し

的
てき

就労
しゅうろう

の底上
そ こ あ

げ

 ⑤ 経済的
けいざいてき

  ⾃⽴
じ り つ

の支援
し え ん

等
とう

ア 就労継続支援B型事業所等
しゅうろうけいぞくしえんＢがたじぎょうしょとう

における工賃
こうちん

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、事業所
じぎょうしょ

の経営⼒強化
けいえいりょくきょうか

に

 向
む

けた支援
し え ん

、共同受注化
きょうどうじゅちゅうか

の推進等、官⺠⼀体
すいしんとう、かんみんいったい

となった取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。

（再掲
さいけい

（５）－③－エ）

イ 障害者優先調達推進法
しょうがいしゃゆうせんちょうたつすいしんほう

に基
もと

づき、市町村
しちょうそん

や地⽅独⽴⾏政法⼈等
ちほうどくりつぎょうせいほうじんとう

と連携
れんけい

して、

   障害者就労施設等
しょうがいしゃしゅうろうしせつとう

の提供
ていきょう

する物品
ぶっぴん

・サービスの優先購入(調達)
ゆうせんこうにゅう（ちょうたつ）

を 推進
すいしん

します。

ア 障害者
しょうがいしゃ

の経済的⾃⽴・⽣活
けいざいてきじりつ・せいかつ

の安定
あんてい

を支援
し え ん

するため、

 神奈川県⼼⾝障害者扶養共済制度
かながわけんしんしんしょうがいしゃふようきょうさいせいど

条例
じょうれい

に基
もと

づき、心身障害者
しんしんしょうがいしゃ

に対
たい

して年⾦等
ねんきんとう

を支給
しきゅう

し

 ます。また、在宅
ざいたく

の重度障害等
じゅうどしょうがいとう

の福祉
ふ く し

の増進
ぞうしん

を図
はか

るため、重度
じゅうど

の障害
しょうがい

を重複
じゅうふく

して有
ゆう

す

 る方等
かたなど

に対
たい

して手当
て あ て

を支給
しきゅう

します。
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イ 障害者
しょうがいしゃ

による県
けん

が所有・管理
し ょ ゆ う ・ か ん り

する施設
し せ つ

の利⽤等
り よ う と う

に当
あ

たり、その必要性
ひつようせい

や利⽤実態
りようじったい

を

 踏
ふ

まえながら、利⽤料等
りようりょうなど

に対
たい

する割引・減免等
わりびき・げんめんなど

の措置
そ ち

を講
こう

じます。

 る方等
かたなど

に対
たい

して手当
て あ て

を支給
しきゅう

します。
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(6) 暮
く

らしの安全
あんぜん

と安心
あんしん

 ① 防災
ぼうさい

対策
たいさく

の推進
すいしん

ア 障害者
しょうがいしゃ

や福祉関係者等
ふくしかんけいしゃとう

の参加及び防災関係部局
さんかおよびぼうさいかんけいぶきょく

と福祉関係部局
ふくしかんけいぶきょく

の連携
れんけい

のもとでの

 地域防災
ちいきぼうさい

計画等
けいかくとう

の作成、防災訓練
さくせい、ぼうさいくんれん

の実施等
じ っ し と う

の取組
とりくみ

を促進
そくしん

し、災害
さいがい

に強
つよ

い地域
ち い き

づくりを

 推進
すいしん

します。

イ ⾃⼒避難
じ り き ひ な ん

の困難
こんなん

な高齢者、障害者等
こうれいしゃ、しょうがいしゃとう

が利⽤
り よ う

する災害時要援護者施設
さ い が い じ よ う え ん ご し ゃ し せ つ

を、がけ崩
くず

れ等
とう

 の土砂災害
どしゃさいがい

から守
まも

るため、防災対策
ぼうさいたいさく

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

します。

ウ 災害発生時
さいがいはっせいじ

、または災害
さいがい

が発生
はっせい

するおそれがある場合
ば あ い

に、避難⾏動要⽀援者名簿等
ひなんこうどうようしえんしゃめいぼとう

 を活用
かつよう

した障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な避難支援
ひ な ん し え ん

や、その後
ご

の安否確認
あんぴかくにん

を⾏
おこな

うことができる

 よう、市町村
しちょうそん

における必要
ひつよう

な体制整備
たいせいせいび

を促進
そくしん

します。
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カ ⺠間社会福祉施設
みんかんしゃかいふくししせつ

における防災対策
ぼうさいたいさく

を推進
すいしん

するとともに、県及
けんおよ

び市町村
しちょうそん

は、

 高齢者、
こうれいしゃ、

障害者等
しょうがいしゃとう

の生活
せいかつ

を確保
か く ほ

するため、社会福祉施設
し ゃ か い ふ く し し せ つ

や県⽴特別⽀援学校等
けんりつとくべつしえんがっこうとう

の

 活用、福祉避難所
か つ よ う 、 ふ く し ひ な ん じ ょ

の指定、病院、診療所、保健所等
してい、びょういん、しんりょうじょ、ほけんじょとう

における高齢者、障害者等
こうれいしゃ、しょうがいしゃとう

の支援
し え ん

 システムの整備
せ い び

、応急仮設住宅
おうきゅうかせつじゅうたく

の優先入居
ゆうせんにゅうきょ

に努
つと

めます。

エ 県及
けんおよ

び市町村
しちょうそん

は、地震等災害発生時
じしんなどさいがいはっせいじ

に災害時要援護者
さいがいじようえんごしゃ

の避難誘導、救助
ひなんゆうどう、きゅうじょ

を優先
ゆうせん

して

 ⾏
おこな

います。

オ 県及
けんおよ

び市町村
しちょうそん

は、避難誘導、避難所
ひ な ん ゆ う ど う 、 ひ な ん じ ょ

での生活環境
せいかつかんきょう

の確保、応急仮設住宅
かくほ、おうきゅうかせつじゅうたく

への入居
にゅうきょ

に

 あたっては高齢者、障害者等
こうれいしゃ、しょうがいしゃとう

に十分配慮
じゅうぶんはいりょ

します。特
とく

に福祉避難所
ふ く し ひ な ん じ ょ

の指定、高齢者、
し て い 、 こ う れ い し ゃ 、

 障害者等
しょうがいしゃとう

の避難所
ひなんじょ

での健康状態
けんこうじょうたい

の把握、応急仮設住宅
はあく、おうきゅうかせつじゅうたく

への優先⼊居、福祉仮設住宅
ゆうせんにゅうきょ、ふくしかせつじゅうたく

の

 設置等
せ っ ち と う

に努
つと

めるとともに、高齢者、障害者等
こうれいしゃ、しょうがいしゃとう

に向
む

けた情報
じょうほう

の提供
ていきょう

についても十分配慮
じゅうぶんはいりょ

 します。
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 ② 防
ぼう

犯
はん

対策
たいさく

の推進
すいしん

キ 人工透析患者
じんこうとうせきかんじゃ

の医療
いりょう

が確保
か く ほ

できるように、災害時
さ い が い じ

における医療⽀援体制
いりょうしえんたいせい

の整備
せ い び

に努
つと

 めます。

ア 言語
げ ん ご

、聴覚
ちょうかく

に 障害
しょうがい

のある方
かた

などが通報
つうほう

しやすいよう、ファックスやインターネット

 による緊急通報
きんきゅうつうほう

について、その利⽤
り よ う

の促進
そくしん

を図る
は か

とともに、事案
じ あ ん

の内容
ないよう

に応じ
お う じ

た迅速
じんそく

 ・適切
てきせつ

な対応
たいおう

を⾏い
お こ な

ます。

イ 警察職員
けいさつしょくいん

に対
たい

し障害及び障害者
しょうがいおよびしょうがいしゃ

に対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるための研修
けんしゅう

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

む

 とともに、コミュニケーション支援
し え ん

ボードの活用等、障害者
かつようとう、しょうがいしゃ

のコミュニケーションを

 支援
し え ん

するための取組
とりくみ

に努
つと

めます。

ウ 警察
けいさつ

と⾏政等
ぎょうせいとう

との連携
れんけい

の促進等
そくしんとう

により、障害者
しょうがいしゃ

に関
かか

わる犯罪
はんざい

の発生
はっせい

と被害
ひ が い

の防止
ぼ う し

、
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 ③ 消費者
しょうひしゃ

被害
ひ が い

の未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

と救済
きゅうさい

ア 障害者団体、消費者団体、福祉関係団体、⾏政等
しょうがいしゃだんたい、しょうひしゃだんたい、ふくしかんけいだんたい、ぎょうせいとう

の連携
れんけい

を図
はか

るため、関係機関
かんけいきかん

によ

 る「高齢者･障害者等
こうれいしゃ・しょうがいしゃとう

の消費者被害防止対策連絡協議会
しょうひしゃひがいぼうしたいさくれんらくきょうぎかい

」を開催
かいさい

し、幅広
はばひろ

い取組
とりくみ

による

 障害者等
しょうがいしゃとう

の消費者被害未然防止
し ょ う ひ し ゃ ひ が い み ぜ ん ぼ う し

を図
はか

ります。

ウ 警察と⾏政等との連携の促進等により、障害者に関わる犯罪の発生と被害の防止、

 犯罪
はんざい

被害
ひ が い

の早期発⾒
そうきはっけん

に努
つと

めます。

エ 犯罪被害者等
はんざいひがいしゃなど

への総合的
そうごうてき

な支援体制
しえんたいせい

として、「かながわ犯罪被害者
はんざいひがいしゃ

サポートステー

 ション」を運営
うんえい

し、犯罪被害者等
はんざいひがいしゃなど

からの相談
そうだん

に対応
たいおう

するとともに、犯罪被害者等
はんざいひがいしゃなど

の

 ⽴場
た ち ば

に⽴
た

った適切
てきせつ

できめ細
こま

かい支援
し え ん

を一元的
いちげんてき

に提供
ていきょう

します。
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イ 県
けん

の消費生活
しょうひせいかつ

センターにおけるメール相談
そうだん

の実施
じ っ し

や、相談員等
そうだんいんなど

の障害者理解
しょうがいしゃりかい

のため

 の研修
けんしゅう

の実施等
じ っ し と う

に取
と

り組
く

むことにより、障害者
しょうがいしゃ

の特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した消費生活相談体制
しょうひせいかつそうだんたいせい

の

 整備
せ い び

を図
はか

ります。

ウ 悪質
あくしつ

な訪問販売等
ほうもんはんばいなど

による消費者
しょうひしゃ

への被害
ひ が い

を未然
み ぜ ん

に防止
ぼ う し

するため、啓発
けいはつ

リーフレット

 やホームページなど各種媒体
かくしゅばいたい

を活用
かつよう

した情報提供及
じょうほうていきょうおよ

び障害者
しょうがいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

を⾒守
み ま も

る方
かた

に

   対
たい

する講座
こ う ざ

の開催
かいさい

など、わかりやすい内容
ないよう

や手段
しゅだん

で、障害者等
しょうがいしゃとう

に対
たい

する消費者教育
しょうひしゃきょういく

   を推進
すいしん

します。

5151



(7) わかりやすい情報
じょうほう

の提供
ていきょう

 ① 情報通信
じょうほうつうしん

における情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

 ② 情報提供
じょうほうていきょう

の 充実等
じゅうじつとう

ア 障害者等
しょうがいしゃとう

に対応
たいおう

したＩＴ機器
き き

やソフトウェアの情報
じょうほう

を提供
ていきょう

するとともに、ＩＴに

 係
かか

る相談
そうだん

について、支援者
し え ん し ゃ

の紹介等
しょうかいなど

により、障害者
しょうがいしゃ

の社会参加
しゃかいさんか

を促進
そくしん

します。

  また、障害者
しょうがいしゃ

のパソコン利⽤
り よ う

を支援
し え ん

するボランティアを養成
ようせい

します。

（再掲
さいけい

（１）－①－エ）

ア 障害福祉
しょうがいふくし

サービス等
とう

の利⽤
り よ う

を希望
き ぼ う

する障害者
しょうがいしゃ

が、サービスの選択
せんたく

ができるよう

 サービス内容
ないよう

や提供事業者
　ていきょうじぎょうしゃ

の情報提供
じょうほうていきょう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

イ 視覚
し か く

障害
しょうがい

者
しゃ

の社会的
しゃかいてき

⾃⽴
じ り つ

を促進
そくしん

するため、ライトセンターにおいて、点字
て ん じ

・録
ろく

音
おん

等
など

 による情報
じょうほう

の提供
ていきょう

、相談
そうだん

指導
し ど う

、訓練
くんれん

及
およ

びスポーツの振興
しんこう

並
なら

びにボランティア活動
かつどう

の
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ウ 聴覚
ちょうかく

   障害者
しょうがいしゃ

の 社会的
しゃかいてき

  ⾃⽴
じ り つ

を促進
そくしん

するため、聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

センターにおいて、

 各種
かくしゅ

の指導
し ど う

、訓練
くんれん

及
およ

び日常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

を⾏
おこな

うとともに、手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

者
しゃ

・

   要約
ようやく

筆記
ひ っ き

者
しゃ

の養成
ようせい

・派遣
は け ん

等
とう

を⾏
おこな

います。

（再掲
さいけい

（4）－④－エ）

エ テレビ番組等
ばんぐみとう

の著作権処理
ちょさくけんしょり

を委託
い た く

して実施
じ っ し

することにより、効率的
こうりつてき

に字幕番組
じまくばんぐみ

を

 製作
せいさく

し、聴覚障害者情報提供施設
ちょうかくしょうがいしゃじょうほうていきょうしせつ

において貸出
か し だ

しを⾏
おこな

います。

 による情報の提供、相談指導、訓練及びスポーツの振興並びにボランティア活動の

 振興
しんこう

、育成
いくせい

を図
はか

ります。
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 ③ 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

ア 地域生活支援事業
ちいきせいかつしえんじぎょう

として、市町村
しちょうそん

が手話通訳者
しゅわつうやくしゃ

や要約
ようやく

筆記
ひ っ き

者
しゃ

の派遣等
は け ん と う

を⾏
おこな

う

 コミュニケーション支援事業
しえんじぎょう

のために必要
ひつよう

な専門人材
せんもんじんざい

を確保
か く ほ

するため、一定水準
いっていすいじゅん

に達
たっ

   した手話通訳経験者
しゅわつうやくけいけんしゃ

を対象
たいしょう

とした手話通訳者
しゅわつうやくしゃ

の養成及
ようせいおよ

び現任研修事業
げんにんけんしゅうじぎょう

を 実施
じ っ し

するとと

   もに、要約筆記者
ようやくひっきしゃ

の養成
ようせい

を⾏
おこな

います。

イ 視覚障害
しかくしょうがい

と聴覚障害
ちょうかくしょうがい

が重複
じゅうふく

している盲
もう

ろう者
しゃ

の通訳・介助員派遣事業
つうやく・かいじょいんはけんじぎょう

を担
にな

う通訳
つうやく

・

 介助員
かいじょいん

を養成
ようせい

するとともに、養成
ようせい

した通訳・介助員
つうやく・かいじょいん

のスキルアップのための

 現任研修事業
げんにんけんしゅうじぎょう

を実施
じ っ し

します。

  また、盲
もう

ろう者
しゃ

に通訳・介助員
つうやく・かいじょいん

を派遣
は け ん

してコミュニケーション及
およ

び移動等
い ど う と う

の支援
し え ん

を

 ⾏
おこな

うことにより、盲
もう

ろう者
しゃ

の⾃⽴
じ り つ

と社会参加
しゃかいさんか

を促進
そくしん

します。

ウ 聴覚障害者等
ちょうかくしょうがいしゃとう

が  県庁及
けんちょうおよ

びその周辺
しゅうへん

の県機関
け ん き か ん

に来庁
らいちょう

した際
さい

のコミュニケーションを

 円滑
えんかつ

に⾏
おこな

うために手話通訳者
しゅわつうやくしゃ

を設置
せ っ ち

します。
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オ 意思疎通
い し そ つ う

に困難
こんなん

を抱
かか

える人
ひと

が自分
じ ぶ ん

の意思
い し

や要求
ようきゅう

を的確
てきかく

に伝
つた

え、正
ただ

しく理解
り か い

してもら

 うことを支援
し え ん

するためのルビ振
ふ

りやイラスト、絵記号等利⽤
え き ご う な ど り よ う

の促進
そくしん

に努
つと

めます。

（再掲
さいけい

（1）－①－ウ）

カ 障害者
しょうがいしゃ

が自
みずか

ら選択
せんたく

して決定
けってい

を⾏
おこな

うことができるように、わかりやすい情報提供
じょうほうていきょう

に

 努
つと

めるとともに、その意思
い し

を表明
ひょうめい

しやすいよう、意思
い し

決定
けってい

のための支援
し え ん

を⾏
おこな

います。

 円滑に⾏うために手話通訳者を設置します。

（再掲
さいけい

（7）－①－ア）

エ 障害者等
しょうがいしゃとう

に 対応
たいおう

したＩＴ機器
き き

やソフトウェアの情報
じょうほう

を 提供
ていきょう

するとともに、ＩＴに

 係
かか

る相談
そうだん

について、支援者
し え ん し ゃ

の紹介等
しょうかいなど

により、障害者
しょうがいしゃ

の社会参加
しゃかいさんか

を促進
そくしん

します。

  また、障害者
しょうがいしゃ

のパソコン利⽤
り よ う

を支援
し え ん

するボランティアを養成
ようせい

します。
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 ④ ⾏政
ぎょうせい

 情報
じょうほう

のバリアフリー化
か

ア 県
けん

がホームページなど情報通信技術
じょうほうつうしんぎじゅつ

を使
つか

って提供
ていきょう

する情報
じょうほう

を誰
だれ

もがどこからでも

 利⽤
り よ う

できるように、「神奈川県情報
かながわけんじょうほう

バリアフリーガイドライン」に基
もと

づき、情報
じょうほう

バリ

 アフリーの取組
とりくみ

を進
すす

めます。

イ 政⾒放送
せいけんほうそう

への手話通訳・字幕
し ゅ わ つ う や く ・ じ ま く

の付与、点字又
ふ よ 、 て ん じ ま た

は音声
おんせい

による候補者情報
こうほしゃじょうほう

の 提供等
ていきょうとう

、

   情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

の進展等
しんてんとう

も踏
ふ

まえながら、障害特性
しょうがいとくせい

に応
おう

じた選挙等
せんきょなど

に関
かん

する情報
じょうほう

の提供
ていきょう

 に努
つと

めます。
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(8) 権利擁護
け ん り よ う ご

と差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

 ① 障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

ア 平成28年4⽉
へいせい２８ねん４がつ

の障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

の円滑
えんかつ

な施⾏
し こ う

に向
む

け、同法
どうほう

に規定
き て い

される基本方針
きほんほうしん

 に基
もと

づき、法
ほう

の趣旨・目的等
し ゅ し ・ も く て き な ど

に関
かん

する効果的
こ う か て き

な広報啓発活動、相談・紛争解決体制
こうほうけいはつかつどう、そうだん・ふんそうかいけつたいせい

の

 整備等
せ い び と う

に取
と

り組
く

みます。

  また、同法
どうほう

の施⾏後
し こ う ご

において、同法
どうほう

に規定
き て い

される基本方針
きほんほうしん

に基
もと

づき、同法
どうほう

の適切
てきせつ

な

 運用及
うんようおよ

び障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に取
と

り組
く

みます。

（再掲
さいけい

（5）－①－カ）

イ 雇用分野
こ よ う ぶ ん や

における障害者
しょうがいしゃ

に  対
たい

する差別
さ べ つ

の禁止等
き ん し と う

の措置（合理的配慮
そ ち （ ご う り て き は い り ょ

の提供義務）
て い き ょ う ぎ む ）

 が新
あら

たに規定
き て い

された改正障害者雇用促進法
かいせいしょうがいしゃこようそくしんほう

  (平成28年4⽉施⾏)
（へいせい２８ねん４がつしこう）

に基
もと

づき、障害者
しょうがいしゃ

と

 健常者
けんじょうしゃ

との均等
きんとう

な機会及
き か い お よ

び待遇
たいぐう

の確保
か く ほ

並
なら

びに障害者
しょうがいしゃ

の有
ゆう

する能⼒
のうりょく

の有効
ゆうこう

な発揮
は っ き

を図
はか

り

 ます。
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 ② 権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

（再掲
さいけい

（１）－①－サ）

ア 障害者虐待防止法
しょうがいしゃぎゃくたいぼうしほう

に基
もと

づき障害者権利擁護
しょうがいしゃけんりようご

センターにおいて、職場
しょくば

で虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた

   障害者
しょうがいしゃ

からの相談
そうだん

を受
う

け付
つ

けるとともに、通報
つうほう

の窓口
まどぐち

を担
にな

っている市町村
しちょうそん

からの相談
そうだん

 に応
おう

じます。

（再掲
さいけい

（１）－①－ク）

イ 成年後⾒制度
せいねんこうけんせいど

の適正
てきせい

な利⽤
り よ う

を促進
そくしん

するため、かながわ成年後⾒推進
せいねんこうけんすいしん

センターを設置
せ っ ち

 し、市町村社会福祉協議会
しちょうそんしゃかいふくしきょうぎかい

の法⼈後⾒受任等
ほうじんこうけんじゅにんなど

の促進
そくしん

や市町村職員等研修会
しちょうそんしょくいんとうけんしゅうかい

の 実施
じ っ し

   など、利⽤
り よ う

しやすい成年後⾒
せいねんこうけん

のしくみづくりに取
と

り組
く

みます。

  また、市町村
しちょうそん

が地域生活支援事業
ちいきせいかつしえんじぎょう

として実施
じ っ し

する成年後⾒制度利⽤⽀援事業
せいねんこうけんせいどりようしえんじぎょう

や

   成年後⾒制度法⼈後⾒⽀援事業
せいねんこうけんせいどほうじんこうけんしえんじぎょう

に対
たい

して補助
ほ じ ょ

を⾏
おこな

います。
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ウ 当事者等
とうじしゃとう

により実施
じ っ し

される障害者
しょうがいしゃ

の権利擁護
け ん り よ う ご

のための取組
とりくみ

を支援
し え ん

します。

（再掲
さいけい

（6）－②－エ）

エ 犯罪被害者等
はんざいひがいしゃなど

への総合的
そうごうてき

な支援体制
しえんたいせい

として、

   「かながわ犯罪被害者
はんざいひがいしゃ

サポートステーション」を運営
うんえい

し、犯罪被害者等
はんざいひがいしゃなど

からの相談
そうだん

に

 対応
たいおう

するとともに、犯罪被害者等
はんざいひがいしゃなど

の⽴場
た ち ば

に⽴
た

った適切
てきせつ

できめ細
こま

かい支援
し え ん

を一元的
いちげんてき

に

 提供
ていきょう

します。

カ 矯正施設
きょうせいしせつ

（※26）に入所
にゅうしょ

する累犯障害者
るいはんしょうがいしゃ

（※27）等
とう

の円滑
えんかつ

な社会復帰
しゃかいふっき

を促進
そくしん

するた

 め、地域生活定着支援
ちいきせいかつていちゃくしえん

センターにおいて、保護観察所
ほ ご か ん さ つ じ ょ

（※28）等
とう

の関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

の

 もと、矯正施設
きょうせいしせつ

に入所
にゅうしょ

する累犯障害者等
るいはんしょうがいしゃとう

が 出所等後
しゅっしょとうご

に必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービスを受
う

けるた

 めの支援
し え ん

を⾏
おこな

います。

オ 被疑者
ひ ぎ し ゃ

あるいは被告人
ひ こ く に ん

となった障害者
しょうがいしゃ

がその権利
け ん り

を円滑
えんかつ

に⾏使
こ う し

することができるよ

 う、刑事
け い じ

事件
じ け ん

における手続
てつづき

の運用
うんよう

において、障害者
しょうがいしゃ

の意思疎通等
い し そ つ う な ど

に関
かん

して適切
てきせつ

な配慮
はいりょ

 を⾏
おこな

います。
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※26

 刑務所
けいむしょ

、少年
しょうねん

 刑務所
けいむしょ

、拘置所
こうちしょ

、少年院
しょうねんいん

、少年
しょうねん

  鑑別
かんべつ

所
しょ

 及
およ

び婦人
ふじん

補導
ほどう

院
いん

の総称
そうしょう

です。

※27 累犯
るいはん

  障害者
しょうがいしゃ

：

 犯罪
はんざい

を繰
く

り返
かえ

す障害者
しょうがいしゃ

※28 保護
ほ ご

観察
かんさつ

 所
じょ

：

 法務
ほうむ

大臣
だいじん

のもとに各地方
かくちほう

 裁判所
さいばんしょ

の 所在地
しょざいち

ごとに設置
せっち

される機関
きかん

。保護
ほ ご

観察
かんさつ

や

犯罪予防
はんざいよぼう

のための世論
せろん

の啓発指導
けいはつしどう

などを⾏
おこな

います。

矯正施設
きょうせいしせつ

：
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 ③ 障害者
しょうがいしゃ

理解
り か い

の促進
そくしん

等
とう

ア 障害
しょうがい

 及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

する県⺠
けんみん

の理解
り か い

を促進
そくしん

し、障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴
じ り つ

と社
しゃ

会
かい

参加
さ ん か

を支援
し え ん

し

 ます。

イ 県職員等
けんしょくいんなど

に対
たい

する障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

する理解
り か い

を促進
そくしん

するため必要
ひつよう

な研修
けんしゅう

や周知等
しゅうちなど

を実施
じ っ し

し、

   窓口等
まどぐちなど

における障害者
しょうがいしゃ

への配慮
はいりょ

の徹底
てってい

を図
はか

ります。

ウ 事務・事業
じ む ・ じ ぎ ょ う

の実施
じ っ し

に当
あ

たっては、障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

に基
もと

づき、障害者
しょうがいしゃ

が必要
ひつよう

と

 する社会的障壁
しゃかいてきしょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じ っ し

について必要
ひつよう

かつ合理的
ご う り て き

な配慮
はいりょ

を⾏
おこな

います。

（再掲
さいけい

（7）－④－ア）

エ 県
けん

がホームページなど情報通信技術
じょうほうつうしんぎじゅつ

を使
つか

って提供
ていきょう

する情報
じょうほう

を誰
だれ

もがどこからでも

 利⽤
り よ う

できるように、「神奈川県情報
かながわけんじょうほう

バリアフリーガイドライン」に基
もと

づき、情報
じょうほう

バリ

 アフリーの取組
とりくみ

を進
すす

めます。
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 ④ 選挙等
せんきょとう

における配慮
はいりょ

等
とう

 アフリーの取組を進めます。

（再掲
さいけい

（7）－④－イ）

ア 政⾒放送
せいけんほうそう

への手話通訳・字幕
し ゅ わ つ う や く ・ じ ま く

の付与、点字又
ふ よ 、 て ん じ ま た

は音声
おんせい

による候補者情報
こうほしゃじょうほう

の提供等
ていきょうとう

、

   情報通信技術
じょうほうつうしんぎじゅつ

の進展等
しんてんとう

も 踏
ふ

まえながら、障害特性
しょうがいとくせい

に応
おう

じた選挙等
せんきょなど

に関
かん

する情報
じょうほう

の

   提供
ていきょう

に努
つと

めます。

イ 移動
い ど う

に困難
こんなん

を抱
かか

える障害者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

した投票所
とうひょうじょ

のバリアフリー化
か

、障害者
しょうがいしゃ

の利⽤
り よ う

に

 配慮
はいりょ

した投票設備
とうひょうせつび

の設置等、投票所
せっちとう、とうひょうじょ

における投票環境
とうひょうかんきょう

の向上
こうじょう

に努
つと

めるとともに、

   成年被後⾒⼈
せいねんひこうけんにん

の選挙権
せんきょけん

の回復等
かいふくとう

を⾏
おこな

う公職選挙法
こうしょくせんきょほう

の改正
かいせい

を踏
ふ

まえ、判断能⼒
はんだんのうりょく

が不⼗分
ふじゅうぶん

 な障害者
しょうがいしゃ

が自
みずか

らの意思
い し

に基
もと

づき円滑
えんかつ

に投票
とうひょう

できるよう、代理投票
だいりとうひょう

の適切
てきせつ

な実施等
じ っ し と う

の

 取組
とりくみ

を県内
けんない

市区町村
しくちょうそん

に促
うなが

します。
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ウ 指定病院等
していびょういんとう

における不在者投票、郵便等
ふざいしゃとうひょう、ゆうびんとう

による不在者投票
ふざいしゃとうひょう

の適切
てきせつ

な実施
じ っ し

の促進
そくしん

によ

 り、選挙
せんきょ

の公正
こうせい

を確保
か く ほ

しつつ、投票所
とうひょうじょ

での投票
とうひょう

が困難
こんなん

な障害者
しょうがいしゃ

の投票機会
とうひょうきかい

の確保
か く ほ

に努
つと

   めます。
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推進体制（すいしんたいせい）
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  本
ほん

県
けん

の障害者施策
しょうがいしゃしさく

を一体的
いったいてき

に推進
すいしん

し、総合的
そうごうてき

な企画⽴案及
きかくりつあんおよ

び横断的
おうだんてき

な調整
ちょうせい

を確保
か く ほ

するた

 め、福祉
ふ く し

２１推進
すいしん

会議
か い ぎ

のもと、関係
かんけい

部局
ぶきょく

相互間
そ う ご か ん

の緊密
きんみつ

な連携・協⼒
れんけい・きょうりょく

を図
はか

ります。

  また、障害者
しょうがいしゃ

  計画
けいかく

は県
けん

の障害者施策
しょうがいしゃしさく

の基本的方向
きほんてきほうこう

を定
さだ

めるものではあるものの、その

 着実
ちゃくじつ

な実施及
じ っ し お よ

び推進
すいしん

には、市町村
しちょうそん

等
とう

との連携・協⼒
れんけい・きょうりょく

が必要不可⽋
ひ つ よ う ふ か け つ

であることから、

   市町村
しちょうそん

等
とう

との連携・協⼒体制
れんけい・きょうりょくたいせい

の一層
いっそう

の強化
きょうか

を図
はか

ります。

  障害者
しょうがいしゃ

の⾃⽴
じ り つ

と社会参加
しゃかいさんか

に関
かん

する様々
さまざま

な取組
とりくみ

の実施
じ っ し

に当
あ

たっては、障害者団体、
しょうがいしゃだんたい、

   施設
し せ つ

・事業者
じぎょうしゃ

等
とう

の団体
だんたい

、企業、経済団体等
きぎょう、けいざいだんたいとう

の協⼒
きょうりょく

を得
え

るよう努
つと

めます。

１ 連携・協力の確保（れんけい・きょうりょくのかくほ）

２ 障害者理解の促進
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  障害者施策
しょうがいしゃしさく

は  幅広
はばひろ

い人々
ひとびと

の理解
り か い

を得
え

ながら進
すす

めていくことが重要
じゅうよう

であり、障害者基本法
しょうがいしゃきほんほう

 に定
さだ

められた障害者週間
しょうがいしゃしゅうかん

  （毎年12⽉３⽇から９⽇
ま い と し １ ２ が つ ３ か か ら ９ か

まで）における各種⾏事
かくしゅぎょうじ

を中心
ちゅうしん

に、

   ⼀般市⺠
いっぱんしみん

、ボランティア団体、障害者団体
だんたい、しょうがいしゃだんたい

など幅広
はばひろ

い層
そう

の参加
さ ん か

による啓発活動
けいはつかつどう

を推進
すいしん

しま

 す。

  また、障害者
しょうがいしゃ

が⾃⽴
じ り つ

した日常生活及
にちじょうせいかつおよ

び社会生活
しゃかいせいかつ

を確保
か く ほ

することの重要性
じゅうようせい

について

   県⺠
けんみん

の理解
り か い

を深
ふか

め、誰
だれ

もが障害者等
しょうがいしゃとう

に自然
し ぜ ん

に手助
て す け

けすることのできる「心
こころ

のバリアフリー」

 を推進
すいしん

するほか、障害及
しょうがいおよ

び 障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する理解
り か い

を促進
そくしん

するための取組
とりくみ

を進
すす

めます。

２ 障害者理解の促進

（しょうがいしゃりかいのそくしん）
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  計画
けいかく

の進⾏
しんこう

管理
か ん り

については、各年度
か く ね ん ど

において、神奈川県障害者施策審議会
かながわけんしょうがいしゃしさくしんぎかい

に取組状況
とりくみじょうきょう

を

 報告
ほうこく

し、点検
てんけん

・評価
ひょうか

を受
う

けることとします。

３ 進行管理（しんこうかんり）
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